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Topics 特集 1:　職親マインドの再興を目指して

Topics 特集 2:　地域の職親活動の取り組み
　Part1.  宮城県栗原市での「職親」の取り組み
　Part2.  かながわ精神障害者就労支援事業所の会の取り組み

探訪！ジョブサイト  Job Site Explorer  ～ 精神・発達障害者の雇用を支える取り組み紹介 ～
医療機関（デイケア）における就労支援 その成果と課題  国立精神・神経医療研究センター病院

新事業の紹介：   障害者雇用「好事例から学ぶワークショップ」事業の紹介



vfosterとは？

vfosterにご入会を！

- 精神障害者の就労支援に取り組む
  経営者の集まり -

企業、福祉、医療、行政
それぞれの取り組みの橋渡し
地域の取り組みを全国につなぐ

vfoster は、精神障害者に働く機会を提供して雇
用現場で社会生活の訓練を引き受けていた経営
者の団体です。前身含めて約30年の活動経験を
基に、地域の企業実践と行政、福祉、医療の橋
渡しを行い、働く意欲を持つ精神障害者はもとよ
り、皆が働きやすい職場づくりを目指したメンタ
ルケアの枠組み作りに取り組んでいます。

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員／団体賛助会員
Ａ（従業員 301名以上）　
Ｂ（従業員 201 - 300名）
　
Ｃ（従業員 51 - 200名）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

　vfoster 検　索

主な活動
● 精神・発達障害者の雇用マネジメント サポート事業（SPIS普及活動）

● 精神・発達障害者の就労に関する啓発活動
　 （セミナー・研修会の開催、啓発資料の制作）

● 精神・発達障害者の就労に関する調査・研究活動

● 精神・発達障害者の雇用主、支援機関、行政機関、当事者の
　 全国的ネットワークづくり

● 職域メンタルヘルスの環境整備 サポート事業（ストレスチェック システムの提供）

● 精神・発達障害者の就労・雇用の促進を図るための政策提言・要望活動



　「しごとMentor3 号」の発刊にあたり、今後の活動に少し触れさせていただきます。新型コ
ロナウィルス感染症により様 な々「あらたな生活様式」を強制されていますが、もっとも辛いのは
人との接触が制限されることではないでしょうか。私たちの活動である職親企業のネットワーク構
築事業も大きな制約を受けていますが、この間の医療機関や福祉事業所に従事する方々のご
努力に敬意を表すると同時に、私たちも負けないように感染拡大防止策を工夫しながら活動を
開始しようと決意を新たにしています。特集記事として紹介する「好事例から学ぶワークショップ」
事業は、まさに地域精神福祉の今後の担い手である中小・小規模の事業主に向けたものであ
ります。私たちは、目指すべきノーマルな社会の実現とは障害者就労が福祉的就労だけを目的
とすることではなく、広く多様性をもって一般就労へと機会を広げることだと考え、この事業を進
めていきます。多くの方の本事業へのご賛同とご協力をお願いいたします。

2020 年 11 月
ＮＰＯ法人  全国精神保健職親会　理事長　中川 均
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「
職
親
」
と
は
な
に
か

こ
の
「
職
親
」
の
取
り
組
み
は
、

昭
和
57
年
の
厚
生
省
公
衆
衛
生
局

局
長
通
知
「
通
院
患
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョン
事
業
」
を
経
て
、
平
成

７
年
制
定
の
精
神
保
健
福
祉
法
で

「
社
会
適
応
訓
練
事
業
」（
社
適

事
業
）
と
し
て
法
制
度
化
さ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。
地
域
の
企
業
の

地
道
な
取
り
組
み
が
制
度
化
さ
れ

た
こ
の
事
業
は
、
企
業
内
で
の
社

会
訓
練
に
対
し
て
行
政
が
委
託
訓

練
費
な
ど
の
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
国
の
制
度
で
あ
っ
た
社
適
事

業
も
、
平
成
22
年
の
精
神
保
健
福

祉
法
改
正
で
根
拠
条
文
が
削
除
さ

れ
、
平
成
24
年
の
厚
生
労
働
省
障

職
親
マ
イ
ン
ド
の

再
興
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
の
活
動
の
原
点
は
「
職
親
」
に
あ
り
ま
す
。
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
職
親
」
と
は
30
〜
40
年
も
歴
史
を
重
ね
て
き
た
精
神
障
害
者

の
社
会
参
加
を
支
え
る
活
動
で
す
。
こ
の
10
年
ほ
ど
で
急
増
し
た
精
神
・
発
達

障
害
者
の
就
労
は
、一
方
で
就
労
定
着
へ
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

従
来
の
雇
用
慣
行
の
中
で
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
な
ど

の
就
労
困
難
者
も
何
ら
か
の
メ
ン
タ
ル
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
援
が
行
き
届
い
て
い
る
と
は
到
底
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
施
策
や
制
度
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題
も
明
ら
か
に
な
る
今
、

こ
の
「
職
親
」
活
動
の
意
義
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
の
ヒ
ン

ト
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大阪府吹田市にある株式会社 新・栄は健康食品の製造販売企業。多くの障害者を
雇用しており、商品充填、仕上げ、発送業務からお客様への案内状作成まで当事
者が全ての業務を行っています。木曜の昼食メニューはベトナム人社員が作る本
格手作りカレー。ワイワイと会話が弾む会社です。

株式会社 新・栄（大阪府大阪市）写真の企業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

全
国
精
神
保
健
職
親
会  

事
務
局   

三
原 

卓
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
精
神
保
健
福
祉
士
）

Top ic s1
　
　  

特
　
集
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害
保
健
福
祉
部
長
通
知
で
自
治
体

の
自
主
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
障
害
者
の
就
労
を
支
援
す
る

枠
組
み
は
平
成
17
年
制
定
（
平
成

18
年
施
行
）
の
障
害
者
自
立
支
援

法
で
規
定
さ
れ
、
平
成
25
年
に
改

正
改
称
さ
れ
た
障
害
者
総
合
支
援

法
に
規
定
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
就
労
支
援
事
業
に
主

流
が
移
り
、
い
ま
社
適
事
業
の
制

度
を
残
し
て
い
る
の
は
全
国
で
20
団

体
弱
、
制
度
を
残
し
て
い
る
自
治

体
で
も
利
用
者
も
予
算
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

 

 

巻巻頭頭特特集集  「「職職親親ママイインンドドのの再再興興をを目目指指ししてて」」  

リード文 
私たちの活動の原点は「職親」にあります。耳慣れない言葉かもしれませんが、「職親」とは

30-40年も歴史を重ねてきた精神障害者の社会参加を支える活動です。この 10 年ほどで急増し
た精神・発達障害者の就労は、一方で就労定着への課題も指摘されています。また、従来の雇
用慣行の中で働きづらさを抱えるニートや引きこもりなどの就労困難者も何らかのメンタル課
題を抱えていることが多いと言われていますが、支援が行き届いているとは到底言えない状況
です。これまでの施策や制度では対応しきれない課題も明らかになる今、この「職親」活動の
意義を振り返り、私たちに何ができるかのヒントを探りたいと思います。 

 

「「職職親親」」ととははななににかか  

当会（NPO 法人全国精神保健職親会；以下、略称の vfoster として記載）の活動の源流は昭
和 40 年代に遡ります。精神障害者を支援する福祉制度がほとんど整っていなかったこの時代
に、精神障害者を職場に受け入れていた中小企業家が全国各地にいたのです。そして、雇用現
場で社会生活の訓練を引き受けるこうした篤志的な企業家のことを、「里親」の言葉になぞらえ
た「職場の親」の意味で「職
親」と呼んでいました。この
様な「職親」企業は各地で「職
親会」と呼ばれる集まりを作
って、自主的に勉強会を開い
ていました。 
この「職親」の取り組みは、

昭和 57 年の厚生省公衆衛生
局 局長通知「通院患者リハ
ビリテーション事業」を経
て、平成 7年制定の精神保健
福祉法で「社会適応訓練事業」（社適事業）として法制度化されるに至りました。地域の企業の
地道な取り組みが制度化されたこの事業は、企業内での社会訓練に対して行政が委託訓練費な
どの形でサポートするものです。しかし、法律で定められた国の制度であった社適事業も、平
成 22 年の精神保健福祉法改正で根拠条文が削除され、平成 24年の厚生労働省障害保健福祉部
長通知で自治体の自主事業となりました。一方で障害者の就労を支援する枠組みは平成 17 年
制定（平成 18 年施行）の障害者自立支援法で規定され、平成 25 年に改正改称された障害者総
合支援法に規定される障害福祉サービスによる就労支援事業に主流が移り、いま社適事業の制
度を残しているのは全国で 20 団体弱、制度を残している自治体でも利用者も予算も減少傾向
にあります。 

「職親」とは 
精神障害者 を支援する 福祉制度 がほとんど 整っていなかった 昭

和 40 年代 より、自主的に 当事者を職場に受け入れて、社会参加

や就労訓練の場を提供 してきた小規模民間企業（主に中小企業）の

こと。「里親」に対して 「職場の親」 の意味で  「職親」と呼ぶ。 

v; vocational 職業(上)の、職業指導[訓練]の 

foster 育てる，養育する; 世話する 

表１

表 2

図 2

図１

H17 年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

実施自治体数 61 60 63 64 64 61 58
中止自治体数 0 0 0 0 0 3 5

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実施自治体数 50 47 40 29 23 18
中止自治体数 13 16 20 33 35 37

H17 年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

社適事業
利用者数

（全国計）

3,382 2,969 2,689 2,317 1,952 1,678 1,370
H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

909 686 562 351 303 200

社適事業の実施自治体推移（都道府県・政令指定都市）

社適事業の利用者数推移（全国計）

社適事業の利用者数推移（全国計）

社適事業の実施自治体推移（都道府県・政令指定都市）

0

10

20

30

40

50

60

70

社適事業実施状況

実施自治体数
中止自治体数

表１・図１

社会適応訓練事業実施状況に関する
年次全国行政調査

（平成17年 - 平成29年，当会実施）

なお、各年度の調査において、一部に回答票
を回収できなかった自治体があったことや、期
間中新たに政令指定都市となった自治体、さ
らに政令指定都市指定時に既に社適事業が自
治体自主事業となっていたため、事業実施は
全く未実施の自治体も存在する。このため、
実施自治体数と中止自治体数の合算は、必ず
しも現在の都道府県・政令指定都市の数と合
致しないことに注意が必要である。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

社適事業利用者数
（全国計）

社適事業利用者数
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「
職
親
」
が

果
た
し
て
い
た
役
割

　

こ
の
よ
う
に
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
縮
小
し
た
社
適
事
業
や
「
職

親
」
の
活
動
で
す
が
、
も
と
も
と

こ
の
取
り
組
み
は
入
院
患
者
対
象
の

「
院
外
作
業
」
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
退
院
後
の
生
活

を
見
据
え
た
医
療
機
関
が
企
業
主

に
お
願
い
し
て
、
寝
食
の
場
を
病

院
に
置
い
た
ま
ま
昼
間
は
企
業
に

通
わ
せ
て
訓
練
を
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
。
近
年
は
精
神
科
病
院
か

ら
の
退
院
促
進
や
地
域
移
行
の
中

で
就
労
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
殆

ど
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時

は
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
こ
う
し

た
こ
と
が
自
然
に
起
こ
っ
た
と
言
い

ま
す
。
重
要
な
の
は
当
事
者
を
受

け
入
れ
る
「
職
親
」
企
業
の
多
く

が
地
域
の
中
小
零
細
企
業
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
含
ま

れ
る
意
味
を
２
つ
挙
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
大
企
業
と
は
異
な
っ
て

中
小
零
細
企
業
で
は
、
普
段
顔
を

合
わ
せ
る
メ
ン
バ
ー
が
人
事
異
動
な

ど
で
頻
繁
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
が

少
な
く
、
職
場
の
人
間
関
係
が
自

然
に
濃
密
に
な
り
ま
す
。
精
神
障

害
を
は
じ
め
メ
ン
タ
ル
に
課
題
を
持

つ
人
に
は
緊
張
感
が
強
い
人
が
多

い
で
す
が
、
新
し
い
こ
と
に
慣
れ
る

の
が
苦
手
な
方
で
も
、
知
っ
て
い
る

人
同
士
で
関
係
を
深
め
て
い
け
ば
、

持
って
い
る
力
を
発
揮
し
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。

　

実
は
欧
米
諸
国
に
は
「
職
親
」

と
い
う
概
念
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

の
で
す
が
、
そ
れ
は
欧
米
の
雇
用

形
態
が
契
約
関
係
重
視
だ
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
経
営
的
な

企
業
風
土
で
師
弟
関
係
の
よ
う
な

人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
や
す
い
日

本
の
中
小
零
細
企
業
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、「
職
親
」
が
発
展
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
１
つ
の
重
要
な
点
は
、「
職

親
」
は
対
人
援
助
の
専
門
家
で
は

な
い
企
業
主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。「
職
親
」
は
地
域
の
医
療

機
関
や
保
健
師
と
関
係
を
築
き
、

指
導
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
の
職
親
会
で
互
い
に
勉
強
し
な

が
ら
、
当
事
者
の
社
会
参
加
の
訓

練
を
自
主
的
に
引
き
受
け
て
い
た

の
で
す
。
近
年
は
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

訓
練
を
受
け
て
就
職
す
る
流
れ
が一

般
的
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
で

職
場
実
習
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
訓
練
期
間
は
ま

ち
ま
ち
で
、
特
に
最
近
は
営
利
法

人
が
全
国
展
開
す
る
施
設
を
中
心

に
実
習
期
間
を
短
縮
す
る
傾
向
が

あ
る
と
も
聞
き
ま
す
。
し
か
し
20

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
地
域
の
企
業

が
時
間
を
か
け
た
訓
練
を
自
ら
引

き
受
け
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と

は
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
適
事
業
は
柔
軟
性

の
高
い
運
用
が
で
き
る
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

設
け
ら
れ
る
利
用
定
員
や
職
員
の

配
置
基
準
も
施
設
基
準
も
あ
り
ま

せ
ん
（
表
３
）。
訓
練
内
容
も
そ

の
企
業
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
業

務
を
充
て
ら
れ
ま
す
か
ら
、
企
業

が
取
り
組
み
や
す
い
枠
組
み
と
言

え
ま
す
。

精神障害者
社会適応訓練事業

障害者自立支援法における就労支援事業

就労移行支援
就労継続支援

A 型 B 型

対象者（利用者像） 常の事業者に雇用される
ことが困難な精神障害者

就労を希望する６５歳未
満の障害者で、通常の
事業所に雇用されること
が可能と見込まれる方

通常の事業所に雇用され
ることが困難であり、雇
用契約に基づく就労が可
能である方

通常の事業所に雇用され
ることが困難であり、雇
用契約に基づく就労が困
難である方

人員基準

特になし

職業指導員及び生活支援員
6：1 以上

就労支援員 15：1 以上

職業指導員及び生活支援員
10：1 以上

職業指導員及び生活支援員
10：1 以上

設備基準
訓練・作業室、相談室、
洗面所・便所、多目的

その他運営に必要な設備

訓練・作業室、相談室、
洗面所・便所、多目的

その他運営に必要な設備

訓練・作業室、相談室、
洗面所・便所、多目的

その他運営に必要な設備

利用定員（最低人員） 特になし 20名以上 10名以上 20名以上

職親マインドの再興を目指して

表 3 精神障害者社会適応訓練事業と障害福祉サービスによる就労支援事業の比較
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今
日
の
就
労
支
援
が

抱
え
る
課
題

　

精
神
・
発
達
障
害
者
の
就
労
は

こ
の
10
年
あ
ま
り
で
激
増
し
ま
し

た
が
、
長
期
的
な
定
着
へ
の
課
題

も
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
関
係
者
が
取
り
組
む
こ
の
課

題
に
は
問
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
就
労
移
行
支
援
事
業
で

は
、
新
規
事
業
者
の
乱
立
で
過
当

競
争
が
起
こ
る
と
と
も
に
、
就
職

者
を
出
せ
る
事
業
所
と
出
せ
な
い

事
業
所
の
二
極
化
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
就
職
者
を
出
せ
な
い
事
業
所

は
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
当
事
者
が
そ
う

し
た
事
業
所
に
関
わ
って
し
ま
う
こ

と
自
体
が
既
に
悲
劇
で
し
ょ
う
。
一

方
で
立
派
な
「
就
労
実
績
」
を
謳

う
影
に
は
「
就
職
す
る
こ
と
」
の

み
を
目
的
と
す
る「
就
職
予
備
校
」

の
よ
う
な
運
営
を
行
う
事
業
所
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
業
所
は
、
長
く
安
定
し
て
働

く
た
め
の
力
を
つ
け
る
訓
練
よ
り
、

短
期
間
で
当
事
者
を
雇
用
現
場
に

送
り
出
す
こ
と
に
注
力
し
て
お
り
、

就
職
後
の
定
着
支
援
も
お
ざ
な
り

に
、
結
局
短
期
間
で
離
職
に
至
る

ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
で

は
、
最
低
賃
金
を
保
証
で
き
る
適

正
利
益
を
確
保
で
き
ず
、
自
立
支

援
給
付
金
を
使
っ
て
運
営
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
業
所
も
多
数
存
在

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
極
端
な
例
が
数
年
前
に
報
道
を

賑
わ
せ
た
「
悪
し
き
Ａ
型
」
と
呼

ば
れ
る
事
業
者
で
、
福
祉
を
切
り

売
り
す
る
「
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｂ
型
事

業
所
は
利
用
者
の
障
害
程
度
の
幅

が
広
い
た
め
、
支
援
の
あ
り
方
を

明
確
化
し
た
り
、「
Ｂ
型
事
業
」

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
成

果
と
し
て
数
値
化
し
た
り
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
特
性
の
事
業
に

対
し
て
、
平
成
30
年
か
ら
「
平
均

工
賃
月
額
」
に
よ
り
基
本
報
酬
単

価
が
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
関
係
者
に
大
き
な
波
紋
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
工
賃
向
上
が
本
当

に
当
事
者
の
求
め
る
支
援
な
の
か
、

本
人
の
生
き
方
の
支
援
こ
そ
が
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が

尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一方

で
高
い
作
業
性
を
見
込
め
る
利
用

者
を
事
業
所
が
抱
え
込
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
も
耳
に
し
ま
す
。
支
援
の

視
点
が
保
護
的
過
ぎ
て
、
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
に
能
力
を
十
分

に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
ず
、
就
労

可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
当
事

者
が
事
業
所
へ
の
不
満
を
語
る
場

面
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
も
あ
る
中
で
、

工
賃
に
偏
重
し
た
報
酬
単
価
を
既

定
路
線
と
す
る
な
ら
ば
、
利
用
者

の
囲
い
込
み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し

ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

本
来
あ
る
べ
き
支
援
と
は
、
就

労
を
希
望
す
る
当
事
者
に
そ
の
可

能
性
が
少
し
で
も
あ
る
の
な
ら
ば
、

本
人
の
力
を
エ
ン
パ
ワ
ー
し
、
希
望

を
叶
え
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
事
業
所
の
運

営
上
の
都
合
が
優
先
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
相
当
に
あ
り
そ
う
で
す
。

結
局
、
こ
れ
ら
は
当
事
者
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
ら
ず
、
制
度
に
規
定
さ

れ
た
「
支
援
」
に
発
想
や
視
点
が

終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
支

援
側
の
側
面
と
、
そ
う
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
設
計
に
な
っ
て
い
る
制
度

側
の
側
面
の
両
方
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

今
日
の

障
害
者
雇
用
に
お
け
る

企
業
と
支
援
施
策
の
課
題

　

障
害
者
を
雇
用
す
る
企
業
側
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
多
く

の
企
業
が
困
難
な
事
業
運
営
を
強

い
ら
れ
て
お
り
、
障
害
者
雇
用
に

は
手
が
回
ら
な
い
と
い
う
声
も
耳

に
し
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
平
成

30
年
の
経
過
措
置
に
続
く
法
定
雇

用
率
の
引
き
上
げ
が
令
和
３
年
に

行
わ
れ
る
予
定
と
な
って
い
ま
す
が
、

一
部
の
経
済
団
体
な
ど
が
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
の
雇
用
率
引
き
上
げ
に
難

色
を
示
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が

え
ま
し
た
。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
制
度
に
つい
て

は
い
く
つ
か
矛
盾
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
批
判
に
よ
く
上
が
る
の
は
、

本
来
の
理
念
や
趣
旨
が
形
骸
化
し

た
雇
用
率
あ
り
き
の
数
合
わ
せ
の

よ
う
な
雇
用
事
例
で
し
ょ
う
。
人

材
派
遣
系
の
企
業
が
行
う
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
そ
の
典
型
と

呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
来
、

精
神
・
発
達
障
害
者
へ
の
就
労
支

援
や
雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
高
い
個

別
性
と
き
め
細
か
な
対
応
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
で
は
学
歴
や
職
歴
、
Ｐ

Ｃ
や
実
務
ス
キ
ル
な
ど
の
職
能
条

件
の
み
で
当
事
者
を
企
業
に
紹
介

し
、
就
職
を
斡
旋
し
ま
す
。
し
か

も
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
大
半
が
手

薄
で
、
結
果
的
に
短
期
間
で
の
離

職
と
い
う
当
然
の
帰
結
が
頻
発
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
あ
る
い
は
、

人
材
派
遣
系
企
業
が
開
設
す
る
ビ

　
　
　
　
特 

集

 

 

実は欧米諸国には「職親」という概念が見られないようなのですが、それは欧米の雇用形態が
契約関係重視だからかもしれません。家族経営的な企業風土で師弟関係のような人間関係が形
成されやすい日本の中小零細企業であったからこそ、「職親」が発展したのかもしれません。 
もう 1 つの重要な点は、「職親」は対人援助の専門家ではない企業主であったということで

す。「職親」は地域の医療機関や保健師と関係を築き、指導や支援を受けながら、地域の職親会
で互いに勉強しながら、当事者の社会参加の訓練を自主的に引き受けていたのです。近年は障
害者総合支援法による障害福祉サービスで訓練を受けて就職する流れが一般的です。プログラ
ムの多くで職場実習が組み込まれていると思いますが、訓練期間はまちまちで、特に最近は営
利法人が全国展開する施設を中心に実習期間を短縮する傾向があるとも聞きます。しかし 20年
ほど前までは、地域の企業が時間をかけた訓練を自ら引き受けていた時代があったことは是非
知っていただきたいと思います。 
そして、社適事業は柔軟性の高い運用ができる設計になっています。障害福祉サービスで設

けられる利用定員や職員の配置基準も施設基準もありません（表 3）。訓練内容もその企業で実
際に行われている業務を充てられますから、企業が取り組みやすい枠組みと言えます。 
 
表３．精神障害者社会適応訓練事業と障害福祉サービスによる就労支援事業の比較 

 
 

今今日日のの就就労労支支援援がが抱抱ええるる課課題題  

精神・発達障害者の就労はこの 10 年あまりで激増しましたが、長期的な定着への課題もよく

ＡＡ型型 ＢＢ型型

対象者（利用者像） 通常の事業者に雇用される

ことが困難な精神障害者

就労を希望する６５歳未

満の障害者で、通常の

事業所に雇用されること

が可能と見込まれる方

通常の事業所に雇用さ

れることが困難であり、雇

用契約に基づく就労が可

能である方

通常の事業所に雇用さ

れることが困難であり、雇

用契約に基づく就労が困

難である方

人員基準 職業指導員及び生活支

援員

　　　6：1以上

就労支援員

　　  15：1 以上

職業指導員及び生活支

援員

　　10：1以上

職業指導員及び生活支

援員

　　10：1以上

設備基準 訓練・作業室、相談室、

洗面所・便所、多目的そ

の他運営に必要な設備

訓練・作業室、相談室、

洗面所・便所、多目的そ

の他運営に必要な設備

訓練・作業室、相談室、

洗面所・便所、多目的そ

の他運営に必要な設備

利用定員（最低人員） 特になし 20名以上 10名以上 20名以上

障障害害者者自自立立支支援援法法ににおおけけるる就就労労支支援援事事業業

就就労労継継続続支支援援

就就労労移移行行支支援援

特になし

精精神神障障害害者者

社社会会適適応応訓訓練練事事業業

「職親」活動の意義 
• 乏しい福祉制度 の中、企業が 自主的に当事者を受け入れていた 

• 当事者にとって、企業は 社会訓練の場であり、就労への入り口 であった 

• （換言すると）企業は 精神保健にかかる地域資源の一つ でもあった 

1
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ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
企
業
向
け
貸

農
園
で
、
農
園
の
利
用
企
業
と
雇

用
契
約
を
結
ぶ
障
害
者
が
、
そ
の

農
園
で
軽
作
業
に
従
事
す
る
ス

キ
ー
ム
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
雇
用

企
業
外
の
「
職
場
」
で
当
該
企
業

の
本
来
事
業
と
は
無
関
係
な
軽
作

業
に
就
業
さ
せ
て
、
以
て
雇
用
率

に
カ
ウ
ン
ト
す
る
訳
で
す
か
ら
、
制

度
を
逆
手
に
取
っ
た
「
雇
用
率
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
の
強
い
批
判
も
出
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
治
体

も
あ
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　

私
た
ち
が
雇
用
行
政
の
方
と
お

話
す
る
と
、
異
口
同
音
に
法
定
雇

用
率
未
達
の
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
難
し
さ
を
指
摘
さ
れ
ま
す
。
中

に
は
納
付
金
を
収
め
れ
ば
障
害
者

雇
用
の
義
務
は
免
除
さ
れ
る
と
誤

解
し
て
、
納
付
金
だ
け
納
め
て
済

ま
せ
る
企
業
も
少
な
く
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
障
害

者
雇
用
への
敷
居
は
そ
れ
だ
け
高
い

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、「
雇
用
率

ビ
ジ
ネ
ス
」
と
言
わ
れ
る
事
例
も

こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
き

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
雇
用
率
制
度
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
側
面
ば
か
り
で
は
な
く
、

行
政
機
関
か
ら
雇
用
率
未
達
の
指

摘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
障

害
者
雇
用
を
始
め
た
企
業
の
話
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
手
探
り
で
の

取
り
組
み
の
結
果
、
法
定
雇
用
率

を
満
た
す
だ
け
で
な
く
全
社
的
な

雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
て
も
良

い
波
及
効
果
を
生
ん
だ
と
い
う
報

告
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
で
の
定
番
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。
先
の
農
園
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で

も
、
依
頼
企
業
か
ら
も
最
低
一
人

は
社
員
を
現
場
に
派
遣
し
、
本
体

企
業
に
障
害
者
雇
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
帰
る
こ
と
と
し
た
り
、一定
期

間
後
に
本
体
企
業
で
一
定
人
数
以

上
の
障
害
者
雇
用
も
義
務
付
け
た

り
す
る
な
ど
と
いっ
た
制
限
が
設
け

ら
れ
れ
ば
、
長
期
的
視
点
で
好
影

響
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
縛
り
も
な
け
れ

ば
、
こ
れ
は
単
に
法
定
雇
用
の
達

成
率
を
金
銭
で
売
買
し
て
い
る
こ

と
と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
も
う
１
点
、
政
府
の
方

向
性
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
第
87
回 

労
働
政
策
審
議

会
障
害
者
雇
用
分
科
会
（
令
和
元

年
８
月
７
日
）の
資
料
１
|
１
「
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
元
年
法
律
第
36
号
）
の
概
要
」

で
は
、「
精
神
障
害
者
や
中
小
事

業
主
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
課

題
」
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
政
府
の
課
題
意

識
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
精
神
障
害

者
の
雇
用
に
つ
い
て
既
述
の
通
り
で

す
が
、
中
小
事
業
主
に
関
し
て
は
、

日
本
の
企
業
数
の
99
％
以
上
、
従

業
者
数
の
約
70
％
を
占
め
る
の
が

中
小
零
細
企
業
で
す
か
ら
※
、
今

後
さ
ら
に
障
害
者
雇
用
を
推
進
し

て
い
く
な
ら
ば
、
こ
れ
は
必
然
の
流

れ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
２

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
れ
ば
、

中
小
零
細
企
業
に
お
け
る
精
神
障

害
者
の
雇
用
への
取
り
組
み
が
、
こ

れ
か
ら
ホ
ッ
ト
に
な
っ
て
く
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。

※
２
０
１
９
年
版 

中
小
企
業
白
書 

令
和
時
代
の
中
小
企
業
の
活
躍
に
向

け
て,

ⅻ
ペ
ー
ジ

こ
の
時
代
、
私
た
ち
が

目
指
し
た
い
も
の

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
～

　

雇
用
を
取
り
巻
い
て
注
目
さ
れ

る
テ
ー
マ
は
と
き
ど
き
の
経
済
状
況

や
社
会
情
勢
に
よ
り
移
ろ
い
で
い
き

ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
障
害
者
雇

用
が
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と

は
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

と
は
無
関
係
に
、
そ
も
そ
も
の
働

き
方
や
産
業
の
在
り
方
自
体
も
変

容
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
構
造
的
な
人
手
不
足

や
市
場
環
境
の
変
化
、
あ
る
い
は

後
継
者
不
足
と
いっ
た
従
前
か
ら
の

社
会
課
題
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は

な
い
か
ら
で
す
。
何
よ
り
「
働
く
」

こ
と
の
意
義
そ
の
も
の
も
変
わ
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
個
人
に
と
って
は
生
活
の

糧
で
あ
り
、
社
会
と
の
接
点
や
人

間
関
係
の
起
点
で
あ
り
、
や
り
が

い
や
生
き
が
い
の
源
に
な
り
う
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
企
業
に
と
って
従

業
員
は
収
益
の
源
泉
と
な
る
戦
力

で
あ
り
、
未
来
を
切
り
拓
く
資
産

で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
は
多
く
の
企
業
が
大
変
な
状

況
に
あ
って
、
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら

れ
る
場
面
す
ら
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
望
ん
で
そ
れ
を

選
ぶ
経
営
者
は
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
目

先
対
策
と
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
姿
も
描
い
て

お
く
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
私
た
ち
は
今
、
こ
の
厳
し
い

環
境
で
障
害
者
雇
用
を
考
え
る
上

で
、
私
た
ち
の
活
動
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
「
職
親
」
の
意
義
を
改
め
て
発

信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
理
由
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、

「
職
親
」
は
十
分
な
福
祉
制
度
が

無
い
時
代
か
ら
企
業
の
中
に
精
神

障
害
者
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

「
職
親
」
の
大
半
は
地
域
の
中
小

零
細
企
業
で
す
が
、
乏
し
い
支
援

の
資
源
の
中
で
、
こ
こ
ろ
の
問
題
で

困
難
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人

た
ち
を
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て

き
た
と
い
う
の
が
理
由
の
１
つ
目
で

す
。
し
か
も
そ
れ
は
地
域
の
企
業

活
動
と
し
て
収
益
を
確
保
し
な
が

ら
で
す
。
こ
こ
に
は
今
こ
の
困
難
な

時
代
に
改
め
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
沢

山
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
小
零
細
企
業
の
濃
密
な
人
間
関

係
が
、
緊
張
感
が
強
い
人
が
多
い

精
神
・
発
達
障
害
の
方
に
上
手
く

マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
こ
と
は
先
に
も

述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
企
業
で

あ
って
も
、
チ
ー
ム
単
位
に
分
解
す

れ
ば
多
く
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
２
つ
目
の
理
由
は
、

精
神
保
健
福
祉
や
就
労
支
援
の
専

門
家
で
も
な
い
企
業
人
が
、
専
門

家
で
さ
え
勝
て
な
い
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
を
地
域
で
長
年

続
け
て
き
た
の
が
「
職
親
」
だ
か

ら
で
す
。

職親マインドの再興を目指して
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私
た
ち
は
、
障
害
者
雇
用
に
取

り
組
む
企
業
の
方
だ
け
で
は
な
く
、

専
門
家
と
し
て
当
事
者
の
就
労
を

支
え
る
支
援
者
も
、「
職
親
」
の

取
り
組
み
か
ら
多
く
の
学
び
を
得

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
メ
ン

タ
ル
面
で
の
負
担
が
増
大
す
る
困

難
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
メ
ン
タ
ル

課
題
を
抱
え
る
人
達
を
皆
で
支
え

て
き
た
地
域
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
沢
山
あ
る
は
ず
だ
と
思

う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の

障
害
者
雇
用
を
推
進
し
て
い
く
上

で
も
、
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
延
び
る

企
業
の
あ
り
方
と
し
て
も
、
専
門

職
が
支
援
の
視
点
を
学
ぶ
上
で
も
、

全
て
に
当
て
は
ま
る
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
「
職
親
」
の
取
り
組
み

と
い
う
の
は
、
近
年
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
も
相
通

じ
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、
よ
く
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
抽
象

的
過
ぎ
て
何
の
こ
と
だ
か
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
分
か
り
や
す

い
表
現
に
翻
訳
す
る
と
、
皆
で
協

力
し
て
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
よ
り

良
く
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
こ
う

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
気
候
変

動
や
食
糧
問
題
、
貧
困
や
格
差
な

ど
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば

世
界
全
体
が
大
変
な
こ
と
に
な
る
、

だ
か
ら
そ
れ
を
み
ん
な
で
解
決
し
て

い
こ
う
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
は
問
題

解
決
と
の
両
立
が
不
可
欠
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
具
体
的
な
17
の
目

標
と
、
各
目
標
を
達
成
す
る
為

に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
１
６
９

の
小
目
標
＝
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

枠
組
み
で
障
害
者
雇
用
を
捉
え
れ

ば
、
目
標
８
「
包
摂
的
か
つ
持
続

可
能
な
経
済
成
長
及
び
す
べ
て
の

人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用

と
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
雇

用(

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク)

を
促

進
す
る
」
が
該
当
す
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
こ
の
中
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
言

え
ば
、
8.5
の
「
２
０
３
０
年
ま
で

に
、
若
者
や
障
害
者
を
含
む
全
て

の
男
性
及
び
女
性
の
、
完
全
か
つ

生
産
的
な
雇
用
及
び
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
、
並
び
に
同

一労
働
同
一賃
金
を
達
成
す
る
」
や
、

8.6
の
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
、就
労
、

就
学
及
び
職
業
訓
練
の
い
ず
れ
も

行
っ
て
い
な
い
若
者
の
割
合
を
大
幅

に
減
ら
す
」
が
合
致
し
そ
う
で
す
。

ま
た
、
目
標
10
「
人
や
国
の
不
平

等
を
な
く
そ
う
」
の
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

10.2
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
年
齢
、

性
別
、
障
害
、
人
種
、
民
族
、
出

自
、
宗
教
、
あ
る
い
は
経
済
的
地

位
そ
の
他
の
状
況
に
関
わ
り
な
く
、

全
て
の
人
々
の
能
力
強
化
及
び
社

会
的
、
経
済
的
及
び
政
治
的
な
包

含
を
促
進
す
る
」
や
10.3
「
差
別
的

な
法
律
、
政
策
及
び
慣
行
の
撤
廃
、

並
び
に
適
切
な
関
連
法
規
、
政
策
、

行
動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
機

会
均
等
を
確
保
し
、
成
果
の
不
平

等
を
是
正
す
る
」
な
ど
も
私
た
ち

が
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
示
す
内
容
も
、
実
の
と
こ
ろ
30

年
も
40
年
も
昔
か
ら
、全
国
の
「
職

親
」
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
他
な
ら
な

い
と
言
え
ま
す
。
今
後
、
中
小
企

業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
と
精
神

障
害
者
の
雇
用
に
注
目
が
集
ま
って

い
く
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
際
に
「
職
親
」
の
視
点
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
視
点
か
ら
も
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

し
ご
と
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｒ

３
号
の
テ
ー
マ

　

創
刊
３
号
と
な
る
「
し
ご
と

M
e
n
t
o
r
」
で
は
、
こ
の
よ

う
な
私
た
ち
の
考
え
の
も
と
、
地

域
の
「
職
親
」
の
取
り
組
み
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
紹

介
す
る
の
は
宮
城
県
栗
原
市
と
神

奈
川
県
で
の
取
り
組
み
で
す
。
い

ず
れ
も
当
会
に
ゆ
か
り
の
深
い
活

動
で
、
今
な
お
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
「
職
親
」
的
な
取
り
組
み
を
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
今
号
で
は
も
う1

つ
、

医
療
機
関
が
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
直
接
提
供
し
て
い
る
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。
社
適
事
業
の
源
流
に

入
院
患
者
の
「
院
外
作
業
」
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
直
接
の
前
身
が
「
通

院
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
事
業
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
冒
頭
で
触
れ
ま
し

た
。
つ
ま
り
社
適
事
業
は
、
職
業

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
医
療

機
関
が
関
わ
っ
て
き
た
も
の
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。
現
在
、
精
神
科

病
院
を
経
営
す
る
法
人
が
就
労
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
福
祉
事

業
所
を
系
列
に
設
立
す
る
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
私
た

ち
は
、
系
列
の
別
事
業
所
で
は
な

く
、
医
療
機
関
が
直
接
に
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
出
会
い

ま
し
た
。
あ
る
意
味
、か
つ
て
の「
職

親
」
精
神
の
リ
バ
イ
バル
と
も
言
え

る
こ
の
取
り
組
み
か
ら
示
唆
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
、
取
材
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
は
今
号
の
企
画
・
取
材
は
１

年
前
か
ら
始
ま
って
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
実
際
の
発
刊
に
至
る
ま
で
、

編
集
委
員
の
業
務
事
情
で
１
年
も

の
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
い
し
た
。

そ
の
間
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
や
雇
用
の
在
り
方
を
根
底
か
ら

揺
る
が
す
よ
う
な
出
来
事
も
起
こっ

て
い
ま
す
。
大
き
な
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
が
、

変
わ
ら
ず
存
在
す
る
課
題
や
解
決

策
への
処
方
も
私
た
ち
の
活
動
の
中

に
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
信
じ
て
、

今
号
の
序
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
　
特 

集1
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　全国精神保健職親会は、もともと全国の「職親」企業がそれぞれの地域で作った地域の職親会の活動が土台になったものでした。
しかし、残念ながらそうした地域の「職親」活動も社会適応事業の衰退とともに縮小し、多い時には20団体少しあった全国各地
の地域職親会も大半が解散か活動停止の状態にあります。そうした中にあって、今なお「職親」の流れを色濃く残す活動が活発
に行われている地域があります。そこでこの特集では、障害者雇用の施策に多くの見直しが入るこの時代だからこそ再発掘したい、
「職親」活動の「いま」を紹介します。

地域地域 職親活動職親活動のの のの
取り組み取り組み

Top ic s22
　
　  

特
　
集

宮城県栗原市

かながわ
精神障害者
就労支援事業所の会

Par t1

Par t2
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訓
練
だ
け
で
は

意
味
が
な
い

大
場
製
作
所
が
考
え
る

「
職
親
」

︱
お
三
方
の
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

二
階
堂
：
私
は
'18
年
４
月
か
ら「
あ

し
す
と
」
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
。「
あ
し
す
と
」
は

'11
年
に
設
立
さ
れ
た
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
れ
以
前
は

「
N
P
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
に
10

年
在
籍
し
て
お
り
ま
し
た
。

伊
東
：
私
は
二
階
堂
さ
ん
と
交

代
す
る
形
で
、
'18
年
４
月
よ
り

「
N
P
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
の
所

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。そ
の
前
は

「
あ
し
す
と
」
に
９
年
間
在
籍
し

て
お
り
ま
し
た
。「
N
P
O
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
」
は
'08
年
に
設
立
さ
れ
、

就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
Ｂ
型
事

業
所
の
機
能
を
併
設
し
て
お
り
ま

す
。

大
場
：
私
は
30
年
前
、
40
才
の

時
に
父
親
か
ら
（
株
）
大
場
製
作

所
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
前

は
岩
手
県
職
員
と
し
て
公
務
員
の

立
場
で
精
神
科
看
護
師
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
知
り
合
い

の
保
健
師
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
、
父

親
に
「
職
親
と
し
て
会
社
で
障
害

者
を
受
け
入
れ
よ
う
」
と
提
案
し

ま
し
た
。
最
初
は
１
名
の
受
け
入

れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、私
の
代
に
な
っ

て
か
ら
多
く
の
精
神
障
害
者
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

︱
当
時
か
ら
職
親
企
業
は
多
か
っ
た

の
で
す
か
？

大
場
：
登
録
し
て
い
る
企
業
は
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
続
か
な
い
ん
で

す
。
実
際
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
２
割
か
１
割
く
ら
い
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
階
堂
：
私
も
職
親
企
業
の
リ
ス

ト
を
手
に
企
業
訪
問
を
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、「
今
は
受
け
入

れ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

︱
な
ぜ
続
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

大
場
：
一
度
受
け
入
れ
て
大
変
な

思
い
を
す
る
と
、
懲
り
て
し
ま
う

ん
で
す
よ
。
う
ち
も
何
度
も
大
変

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
強
迫
神

経
症
で
ト
イ
レ
に
立
て
こ
も
っ
た
人

が
い
て
、
仕
方
が
な
い
か
ら
窓
ガ
ラ

ス
を
壊
し
て
開
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
（
笑
）。
そ
れ
で
も
「
訓

練
だ
け
で
終
わ
ら
せ
た
ら
だ
め
だ
」

と
い
う
強
い
信
念
が
当
初
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し
て
雇
用

し
て
あ
げ
た
い
。
単
に
企
業
で
働

く
た
め
の
練
習
を
し
て
、
そ
れ
で

終
わ
り
と
い
う
の
で
は
意
味
が
な
い

で
し
ょ
う
。

︱
「
な
ぜ
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
？
」

と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。

大
場
：
弊
社
の
取
り
組
み
（
独

立
行
政
法
人 

高
齢
・
障
害
・
求
職
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宮城県栗原市での
職親活動の取り組み

	 （写真右から）
株式会社 大場製作所 代表取締役　大場 俊孝 さん

NPO ステップアップ 所長　伊東 良太 さん

くりはら障がい者就業・生活支援センター あしすと センター長

二階堂 修一 さん

株式会社 大場製作所
宮城県栗原市築館字八沢南沢85 
0228-22-3294（工場）0228-21-1210（ＮＰＯサンＡ）

特定非営利活動法人 栗原市障害者就労支援センター 
NPO ステップアップ
宮城県栗原市築館荒田沢38-1  0228-24-7350

特定非営利活動法人 栗原市障害者就労支援センター
くりはら障がい者就業・生活支援センター あしすと
宮城県栗原市築館薬師 4-4-17  0228-24-9188

　いまに残る地域の「職親」の取り組み、はじめに紹介する　いまに残る地域の「職親」の取り組み、はじめに紹介する
のは宮城県栗原市での活動です。岩手県と秋田県に接するのは宮城県栗原市での活動です。岩手県と秋田県に接する
旧・栗原郡 10町村が合併して誕生した栗原市は、県内最大旧・栗原郡 10町村が合併して誕生した栗原市は、県内最大
の面積に豊かな自然を擁する米どころですが、2005（平成の面積に豊かな自然を擁する米どころですが、2005（平成
17）年の合併時 85,000 人弱だった人口も令和元年末時点17）年の合併時 85,000 人弱だった人口も令和元年末時点
で67,000 人強に減少するなど、少子高齢化の問題も抱えで67,000 人強に減少するなど、少子高齢化の問題も抱え
ています。しかし、恵まれた雇用環境とは言い難いこの地域ています。しかし、恵まれた雇用環境とは言い難いこの地域
では、30年も前から精神障害者の雇用への取り組みが行わでは、30年も前から精神障害者の雇用への取り組みが行わ
れています。中心を担うのは株式会社大場製作所の大場俊れています。中心を担うのは株式会社大場製作所の大場俊
孝氏。自身の会社だけでなく、市域全体の取り組みとして活孝氏。自身の会社だけでなく、市域全体の取り組みとして活
動を続けた結果、人口減少地域の栗原市は全国平均より高動を続けた結果、人口減少地域の栗原市は全国平均より高
い障害者雇用率を達成しています。この特集では、栗原のい障害者雇用率を達成しています。この特集では、栗原の
精神障害者の就労を中心で支える担う3名にお話をうかがっ精神障害者の就労を中心で支える担う3名にお話をうかがっ
てきました。（リード文：三原卓司　取材記事：太田裕子）てきました。（リード文：三原卓司　取材記事：太田裕子）

Par t1
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者
雇
用
支
援
機
構
か
ら
の
依
頼
で

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
）
が
全

国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
に
紹
介
さ
れ
、

働
く
当
事
者
は
実
名
で
顔
を
出
し

て
自
ら
の
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

多
く
は
感
動
さ
れ
ま
し
た
が
、「
精

神
障
害
者
を
実
名
で
登
場
さ
せ
て

良
い
の
か
？
」
と
、
全
国
の
職
親

会
の一部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
批
判
さ
れ

ま
し
た
。
本
人
・
家
族
・
主
治
医

が
了
解
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
で

す
。
当
時
、
職
親
会
で
も
当
事
者

の
体
験
発
表
を
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
実
名
で
登
場
す
る
人
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
弊
社
で
働
く

当
事
者
は
皆
、
実
名
で
体
験
発
表

に
出
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
元
は

も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
の
離
島
ま
で
行

き
ま
し
た
。

︱
体
験
発
表
を
当
事
者
が
行
う
意
義

と
は
？

大
場
：
本
人
が
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
が
上
が

り
プ
ラ
ス
の
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

長
野
県
に
統
合
失
調
症
の
当
事
者

を
２
名
連
れ
て
体
験
発
表
に
行
っ
た

時
、
た
ま
た
ま
フ
ロ
ア
で
村
木
厚
子

さ
ん
が
聴
い
て
お
り
、「
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

︱
障
害
者
と
働
く
よ
う
に
な
り
、
社

員
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

大
場
：
私
は
、
障
害
者
雇
用
は

社
員
教
育
の
面
で
と
て
も
良
い
効

果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
就

労
経
験
の
な
か
っ
た
当
事
者
が
、

時
間
と
共
に
成
長
し
、
稼
げ
る
よ

う
に
な
って
い
く
。
最
初
は
２
時
間

し
か
働
け
な
か
っ
た
人
が
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
安
定
し
て
働
け
る
よ
う
に
な

る
。
す
る
と
関
わ
っ
た
社
員
は
皆
、

喜
び
ま
す
。

︱
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
時
は
、
ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

大
場
：
私
が
社
員
に
伝
え
て
い
る

の
は
、「
人
間
は
誰
し
も
障
害
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
ま
た
ま

障
害
当
事
者
と
な
っ
た
方
を
冷
遇

す
る
の
で
は
な
く
、
母
親
や
父
親

が
子
供
を
見
守
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、温
か
い
支
援
を
続
け
て
い
こ
う
」

と
い
う
こ
と
。
弊
社
は
女
性
が
多

い
職
場
で
す
の
で
、
母
性
本
能
が

う
ま
く
働
い
て
い
る
の
か
見
守
る
の

が
上
手
。
注
意
す
る
の
は
私
や
息

子
な
ど
の
管
理
者
。
役
割
分
担
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

︱
こ
れ
か
ら
障
害
者
を
受
け
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
る
企
業
に
は
、
ど

の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
す

か
？

大
場
：
ま
ず
は
そ
の
方
の
障
害
特

性
を
、
現
場
に
上
手
に
伝
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。
現
場
の
社
員
は

医
療
や
福
祉
の
経
験
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
こ
の
人
は
こ
う
い
う
特

徴
が
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
時
は
こ

う
対
処
し
て
ほ
し
い
」
と
、
大
雑

把
で
も
良
い
か
ら
伝
え
て
お
け
ば
、

現
場
は
理
解
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
上
で
、「
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が

あ
れ
ば
、
報
告
し
て
下
さ
い
」
と

言
う
。
そ
れ
だ
け
押
さ
え
て
お
け

ば
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
困
り
ご
と
が

起
こっ
た
時
は
、
支
援
会
議
の
場
で

話
し
合
っ
て
解
決
す
る
。
生
活
面

で
の
問
題
は
、
支
援
機
関
や
専
門

機
関
に
相
談
し
ま
す
。

職
親
か
ら

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

広
が
る
栗
原
の
就
労
支
援

︱
大
場
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
栗
原

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い
。

大
場
：
精
神
障
害
者
を
多
く
受

け
入
れ
る
中
で
、
様
々
な
場
で
体

験
発
表
や
実
践
報
告
の
講
演
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
'03
年
に

は
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
事
業

で
、
精
神
障
害
者
職
業
自
立
啓
発

事
業
の
企
画
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
を
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
就
労
促
進
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ

が
「
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
よ
う
！
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

︱
そ
れ
を
機
に
生
ま
れ
た
の
が
、
翌

年
設
立
さ
れ
た
「
栗
原
管
内
精
神

障
害
者
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
で
す
。

大
場
：
当
時
は
ま
だ
栗
原
市
は

誕
生
し
て
お
ら
ず
、
合
併
前
の
10

の
市
町
村
の
保
健
師
さ
ん
や
保
健

所
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
保
健
所

が
事
務
局
に
な
り
、
私
が
会
長
を

担
当
し
ま
し
た
。
会
議
は
２
ヶ
月

に
１
回
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
宮
城
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
保
健

所
・
各
市
町
村
の
担
当
窓
口
職
員
・

保
健
師
・
職
親
事
務
所
・
作
業
所

の
ス
タ
ッ
フ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
な
か

ぽ
つ
セ
ン
タ
ー
・
宮
城
職
業
セ
ン
タ
ー

な
ど
20
数
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

二
階
堂
：
当
時
私
は
、
宮
城
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
な
か
ぽ
つ
セ
ン

タ
ー
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
宮

城
県
北
４
圏
域
と
い
う
広
範
囲
を

網
羅
す
る
な
か
ぽ
つ
で
、
立
ち
上

げ
か
ら
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。
当

12

地域地域のの職親活動職親活動のの取り組み取り組み　　宮城県栗原市宮城県栗原市

宮城県栗原市 ネットワーク構築から就労部会（連絡会）までの流れ
（大場俊孝氏 資料より）

1990
（平成 2）年

平成元年頃から父親が職親事業所になっていた。
保健師方から依頼を受け精神障害者の受入を増や
して、いろんな場で体験発表や実践報告の講演を
するようになった。

2002
（平成14）年

厚生労働省委託事業の「精神障害者職業自立啓
発事業」の東北・北海道地区ブロックセミナーが、
当事業企画委員の大場俊孝を中心に宮城で開催さ
れ、当時の全国テーマは「各地にネットワークをつ
くろうよ！」だった。（動機）

2003
（平成15）年

12月
★①

大場が中心となり合併前の10ヶ町村保健師や保
健所に声がけし、「栗原管内精神障害者就労支援
ネットワーク会議」を設立。事務局は保健所、会
長は大場が担当した。会議は 2ヶ月に 1 回構成メ
ンバーは宮城県精神保健福祉センター、保健所、
各町村の担当窓口職員、保健師、職親事業所、作
業所スタッフ、ハローワーク就業・生活支援セン
ター、宮城職業センター等 20 数名。

2004
（平成16）年

　①
　②

　③

就労セミナー実施（現在まで継続）
合併後は事務局を栗原市に移管することを決めて
いた
合併後は「栗原市障害者就労支援ネットワーク会
議」に変更する

2005
（平成17）年

４月
　①

　②
★②

栗原郡 10ヶ町村が合併し「栗原市」となる
前市長から新法移行により対応に苦慮しているの
で障害者施策にアドバイス協力を求められ、保健
福祉部長、副部長、課長達と２年位定期議論した。
事務局を保健所から市役所（現在は社会福祉課）
に移管した

「栗原市障害者就労支援ネットワーク会議」に名称
変更・・・自立支援協議会が発足したら就労部会に
することを決定

2006
（平成18）年 ★③

地域自立支援協議会設置の動きがないため、前市
長にお願いして「栗原市地域自立支援協議会」を
設置

「栗原市障害者就労支援ネットワーク会議」を「栗
原市地域自立支援協議会の就労部会」にスライド
し現在に至る
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時
は
精
神
障
害
者
の
就
労
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
時
代
。
隣
の
大
崎

市
で
社
会
適
応
訓
練
を
活
用
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
中
で
大

場
さ
ん
と
出
会
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
時
、
職
業
セ
ン
タ
ー
に
は
相
澤
欽

一さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

︱
す
ご
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

大
場
：
な
ぜ
私
が
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
力
を
入
れ
た
か
と
い
う
と
、

（
株
）
大
場
製
作
所
で
の
職
親
等

の
取
り
組
み
が
、「
私
が
精
神
科

看
護
師
だ
っ
た
か
ら
で
き
た
」
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
昔

か
ら
保
健
師
さ
ん
た
ち
が
熱
心
な

地
域
。
合
併
後
に
は
栗
原
市
の
市

長
か
ら
「
障
害
者
施
策
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
、
市
の
施
策
に
対
し
て
ど
ん
ど
ん

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
栗
原
市
は

他
の
市
と
比
べ
る
と
、
障
害
者
雇

用
に
関
し
て
と
て
も
積
極
的
で
す
。

企
業
が
中
心
と
な
り

N
P
O
設
立

勉
強
会
で
関
心
を
高
め
る

︱
栗
原
市
の
誕
生
が
'05
年
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
'06
年
に
「
栗
原
市
地

域
自
立
支
援
協
議
会
の
就
労
部
会
」

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
'07
年
に
は

「
N
P
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
が
設

立
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
す
。
こ
こ

ま
で一気
に
盛
り
上
が
っ
た
理
由
は
？

大
場
：
私
は
当
時
、
倫
理
法
人

会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、
中

小
企
業
家
同
友
会
に
も
入
って
い
ま

し
た
。
企
業
同
士
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
し
て
皆
が
顔
見
知
り
。
ま

た
、
'06
年
に
私
が
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
け
た
際
、
３
０
０
名
規

模
の
大
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ

た
た
め
、
皆
が
私
の
顔
を
知
っ
て
い

る
。
全
国
を
講
演
し
て
回
っ
て
わ

か
っ
た
の
は
、
障
害
者
雇
用
を
進

め
る
際
に
、
支
援
者
が一番
苦
労
し

て
い
る
の
が
職
場
開
拓
。
だ
か
ら
、

企
業
が
中
心
と
な
っ
た
法
人
を
作

れ
ば
、
職
場
開
拓
は
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
ん
で

す
。
顔
見
知
り
だ
け
に
、
声
を
掛

け
た
企
業
も
断
り
づ
ら
い
（
笑
）。

︱
な
る
ほ
ど
。
声
を
掛
け
た
企
業
の

反
応
は
？

大
場
：
発
足
当
時
は
そ
こ
ま
で
障

害
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
は

少
な
か
っ
た
で
す
。
皆
を
集
め
て
何

度
も
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
職

業
セ
ン
タ
ー
や
な
か
ぽ
つ
の
方
に
も

来
て
頂
き
、
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
と
関
心

が
高
ま
って
き
て
、時
間
と
共
に
す
っ

か
り
皆
、
熱
心
に
な
り
ま
し
た
。

︱
「
N
P
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
の

活
動
自
体
は
、
当
初
か
ら
順
調
で
し

た
か
？

大
場
：
設
立
と
同
時
に
作
っ
た
就

労
移
行
支
援
事
業
所
の
方
は
、
最

初
か
ら
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
ど

ん
ど
ん
就
職
者
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

利
用
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ほ
ど
で
す
（
笑
）。
栗
原
市
に
は

精
神
科
医
療
機
関
が
あ
り
ま
せ

ん
。
当
事
者
は
皆
、
市
外
に
通
院

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
市
外
の
病

院
か
ら
の
紹
介
で
通
所
す
る
利
用

者
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

二
階
堂
：
当
時
は
噂
を
聞
い
て
、

近
隣
市
町
村
か
ら
１
時
間
ほ
ど
か

け
て
通
所
し
、
就
職
さ
れ
た
方
も

い
ま
す
。「
期
待
さ
れ
て
い
る
ん
だ

な
」
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
栗
原

市
の
方
で
す
。

︱
そ
し
て
１
年
後
に
Ｂ
型
事
業
所
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
現
在
５
社

か
ら
の
作
業
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
。
役
員
の
企
業
が
中
心
で
し
ょ
う

か
？

二
階
堂
：
は
い
。
当
初
は
役
員

企
業
を
中
心
に
、「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

で
は
良
い
仕
事
を
し
て
く
れ
る
よ
」

と
口
コ
ミ
で
広
が
って
い
き
ま
し
た
。

今
は
役
員
で
は
な
い
企
業
か
ら
も

仕
事
を
頂
い
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
仕
事
ぶ
り
が
評
判
に
な
り
、
指

名
で
雇
用
の
話
が
来
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

︱
所
内
作
業
は
専
門
的
な
も
の
が
多

く
、
皆
さ
ん
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る

様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

伊
東
：
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
か
ら
の

作
業
ご
と
に
チ
ー
ム
分
け
を
行
い
、

専
属
で
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
ま

す
。
個
々
の
得
意
分
野
や
希
望
作

業
を
考
慮
し
て
作
業
に
当
た
って
も

ら
う
こ
と
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。（
株
）
大
場
製
作

所
さ
ん
か
ら
の
作
業
も
あ
り
ま
す

し
、
箱
折
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
作
業
、
消
火
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

作
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
階
堂
：
チ
ー
ム
化
す
る
こ
と
で
、

品
質
の
維
持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

や
は
り
良
い
商
品
を
納
品
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は

ア
グ
リ
チ
ー
ム
と
い
う
農
業
専
門

の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

体
力
の
あ
る
若
い
人
材
が
就
職
し

て
し
ま
い
、
メ
ン
バ
ー
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
田
畑
は
い
く
ら

で
も
あ
る
の
で
、
今
後
ま
た
復
活

さ
せ
た
い
で
す
ね
。

障
害
を
開
示
し

支
援
を
受
け
て

実
習
→
就
労
→
定
着

の
流
れ

︱
「
あ
し
す
と
」
に
は
ど
の
よ
う

な
経
路
で
来
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す

か
？

二
階
堂
：
ハロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

支
援
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
精
神

障
害
の
方
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
に
来
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
以
前
は
障
害
を
隠
し
て一

般
就
労
の
窓
口
に
相
談
し
て
い
た
方

が
、
専
門
援
助
部
門
に
相
談
し
て

「
あ
し
す
と
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
す
ぐ
に
就
職
が

難
し
そ
う
な
方
に
は
、
就
労
移
行

支
援
事
業
所
と
し
て「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
」
を
紹
介
す
る
と
い
う
流
れ
に

な
って
い
ま
す
。

伊
東
：
'18
年
ま
で
は
「
あ
し
す
と
」

の
登
録
者
数
は
２
１
０
名
ほ
ど
で

し
た
が
、
'19
年
は
２
４
０
名
ほ
ど
に

増
え
ま
し
た
。
内
訳
を
見
る
と
精

神
障
害
の
方
が
多
い
。
こ
の
圏
域
に

は
就
労
移
行
支
援
事
業
所
が
二
ヶ

所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
事

務
系
で
の
就
職
を
目
指
し
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
み
た
い
と
い
う
方
は
市

外
に
あ
る
専
門
の
事
業
所
に
通
所

さ
れ
て
い
ま
す
。

︱
バ
ッ
ク
に
支
援
機
関
が
付
い
て
い

る
か
ど
う
か
で
、
就
労
継
続
に
大
き

な
差
が
出
て
き
ま
す
。

大
場
：
支
援
者
が
い
な
い
当
事
者

は
、
就
職
し
て
も
続
か
な
い
こ
と
が

圧
倒
的
に
多
い
。
何
か
あ
っ
た
時
に

は
離
職
す
る
し
か
な
い
ん
で
す
。

二
階
堂
：
就
職
し
て
も
仕
事
が
続

か
ず
、
実
は
発
達
障
害
だ
っ
た
と

い
う
方
が
、
手
帳
を
取
得
し
て
支

援
を
受
け
な
が
ら
就
職
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
役
員

企
業
か
ら
も
実
は
働
い
て
い
る
一
般

社
員
が
発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
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と
い
う
相
談
を
何
回
か
受
け
ま
し

た
。

大
場
：
「
長
く
働
く
た
め
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
診
断
を
受
け
た
方
が
良

い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
医
療

機
関
を
紹
介
し
ま
し
た
。

伊
東
：
そ
の
方
は
今
、「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
」
に
通
って
お
ら
れ
ま
す
。

︱
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
に
は
Ｂ
型

と
就
労
移
行
の
機
能
が
あ
り
ま
す

が
、
Ｂ
型
か
ら
就
労
を
目
指
す
方
も

お
ら
れ
ま
す
か
？

伊
東
：
Ｂ
型
で
も
能
力
の
高
い
方

に
は
「
企
業
への
就
職
の
話
が
あ
り

ま
す
が
、
挑
戦
し
て
み
ま
す
か
？
」

と
声
を
か
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
挑

戦
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
Ｂ
型
で
す
の
で
「
こ
の
ま

ま
で
良
い
で
す
」と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

二
階
堂
：
就
労
移
行
を
利
用
し
て

一
般
就
労
を
目
指
す
方
は
、（
株
）

大
場
製
作
所
な
ど
に
施
設
外
就
労

に
出
て
も
ら
い
ま
す
。
や
は
り
企

業
内
で
実
際
に
作
業
を
積
む
こ
と

で
、
就
労
準
備
性
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
員
企
業
以
外
で
３
ヶ
月
か
ら
半

年
間
の
実
習
を
経
て
、
就
職
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

栗
原
の
魅
力
を
発
信
し

ロ
ー
カ
ル
の
障
害
者
就
労

の
見
本
に

︱
現
在
、
N
P
O
の
役
員
企
業
の

数
は
？

大
場
：
21
社
で
す
。
声
を
掛
け

れ
ば
も
っ
と
賛
同
し
て
く
れ
る
企
業

は
増
え
る
で
し
ょ
う
が
、
数
が
多

く
な
る
と
統
制
が
取
れ
な
く
な
り

ま
す
。
現
在
は
総
会
・
理
事
会
な

ど
を
含
め
、
最
低
で
も
年
に
４
回

集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
私
の

会
社
も
副
理
事
長
の
会
社
も
、
Ａ

型
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

︱
N
P
O
、
そ
し
て
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
含
め
、
課
題
は
あ
り
ま
す

か
？

大
場
：
一
つ
は
支
援
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
す
。
も
う
一つ
は
、
栗
原

市
は
宮
城
県
で
一
番
大
き
な
市
。

そ
の
中
で
引
き
こ
も
っ
て
い
る
当
事

者
が
ま
だ
ま
だ
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
市
内
に
精
神
科
医
療
機
関
が

な
い
こ
と
や
、
車
の
運
転
が
で
き
な

け
れ
ば
働
き
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
も

課
題
で
す
。
人
口
も
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
、
優
秀
な
若
い
世
代
は

中
学
を
出
た
ら
仙
台
市
な
ど
に
出

て
し
ま
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が

い
な
く
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
人
口
は

減
る
で
し
ょ
う
。
地
元
に
定
住
す

る
魅
力
を
も
っ
と
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
階
堂
：
市
内
に
は
バ
ス
が
走
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
自
宅
か
ら
バ
ス

停
ま
で
数
キ
ロ
離
れ
て
い
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
い
。
バ
ス
停
か
ら
会
社

ま
で
も
遠
く
、
通
勤
だ
け
で
半
日

か
か
って
し
ま
い
ま
す
。

伊
東
：
今
度
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

か
ら
（
株
）
大
場
製
作
所
に
就
職

が
決
ま
っ
た
方
は
、
通
勤
が
で
き
な

い
の
で
会
社
近
く
に
引
越
し
さ
れ

ま
す
。

︱
宮
城
県
内
の
企
業
の
障
害
者
雇
用

率
は
全
国
で
も
下
位
。
周
辺
で
も
法

定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
な
い
自
治

体
が
多
い
中
、
栗
原
市
の
取
り
組
み

や
雇
用
率
は
突
出
し
て
い
ま
す
。

大
場
：
た
し
か
に
周
辺
地
域
の
障

害
者
雇
用
に
対
す
る
意
識
は
、
あ

ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県

全
体
を
考
え
る
と
、
仙
台
市
が
頑

張
ら
な
い
こ
と
に
は
雇
用
率
は
伸

び
て
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
今
、
相

澤
欽
一さ
ん
が
先
頭
に
立
っ
て
、
仙

台
市
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
中

ポ
ツ
、
宮
城
職
業
セ
ン
タ
ー
の
３
ヶ

所
が
協
力
し
て
雇
用
を
進
め
て
い

く
た
め
の
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
栗
原
の
人
間
な
の
に
、

な
ぜ
か
企
業
人
の
立
場
で
参
加
し

て
い
ま
す
（
笑
）。
仙
台
は
大
き

な
街
な
の
で
、
う
ま
く
歯
車
が
回

り
出
せ
ば
も
っ
と
雇
用
率
は
上
が

る
と
思
い
ま
す
。

︱
で
は
最
後
に
、
将
来
こ
の
栗
原
の

地
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

大
場
：
ま
ず
、
今
後
は
「
N
P
O

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
を
管
理
者
が
主

体
的
に
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
企
業
は
前
面
に
出
ず
、
バッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
立
場
に
回
る
。
ま
た
、

栗
原
の
特
産
品
を
全
国
で
販
売
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
流
通
手

段
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
沖
縄
に
栗
原
の
お
米
を
送
っ

た
ら
と
て
も
喜
ば
れ
た
の
で
す
が
、

送
料
の
方
が
高
く
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
、
運
送
会
社
に
働
き
か

け
て
色
々
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
の
障
害
者
就
労
を
支
え

る
見
本
に
な
り
た
い
で
す
ね
。
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地域地域のの職親活動職親活動のの取り組み取り組み　　宮城県栗原市宮城県栗原市

ハローワーク築館管内（栗原市内）の
民間企業における障害者実雇用率は

法定雇用率（２．２％）を超えており
全国や宮城県平均を超えた雇用率
になっているのです！

チェックポイント

民間企業における障害者実雇用率の推移
令和元年６月１日

　令和元（2019）年 12月に栗原市役所で開催された　令和元（2019）年 12月に栗原市役所で開催された
栗原市就労支援部会の模様です。栗原市の就労支援部会栗原市就労支援部会の模様です。栗原市の就労支援部会
は大体１カ月に１回のペースで開かれ、参加者 200 名規は大体１カ月に１回のペースで開かれ、参加者 200 名規
模の「栗原市障がい者就労セミナー」も毎年開催されます。模の「栗原市障がい者就労セミナー」も毎年開催されます。
この日は10月に開催された同セミナーの振り返りと出席この日は10月に開催された同セミナーの振り返りと出席
各事業所の活動状況の報告、共有が行われていました。各事業所の活動状況の報告、共有が行われていました。
出席者は大場さんと二階堂さんのほか、市域のA・Ｂ型出席者は大場さんと二階堂さんのほか、市域のA・Ｂ型
事業所、若者サポートステーション、特別支援学校、ハロー事業所、若者サポートステーション、特別支援学校、ハロー
ワーク、家族会、市の保健師の方たちなどでした。ワーク、家族会、市の保健師の方たちなどでした。（囲み（囲み
記事担当：三原）記事担当：三原）
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企
業
の
視
点
を
学
び

法
人
運
営
に
生
か
す

︱
法
人
の
歴
史
を
教
え
て
下
さ
い
。

吉
野
：
設
立
は
昭
和
63
年
。
当

時
は
「
神
奈
川
県
精
神
障
害
者
職

親
会
」
と
い
う
名
称
で
、
県
の
事

業
の一つ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。そ
の
後
、

平
成
14
年
に
神
奈
川
県
精
神
障
害

者
就
労
支
援
事
業
所
の
会
に
名
称

変
更
し
、
平
成
20
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
取
得
、
現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
な
が
わ
精
神
障
害
者
就
労
支

援
事
業
所
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ホ
ー
プ
大
和

の
設
立
は
平
成
22
年
で
す
。

︱
吉
野
さ
ん
は
「
ホ
ー
プ
大
和
」
設

立
時
か
ら
運
営
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

吉
野
：
私
は
以
前
、
精
神
保
健

福
祉
士
と
し
て
大
学
病
院
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
病
棟
と

デ
イ
ケ
ア
と
外
来
を一人
で
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
関
わ
る
患
者
さ
ん

の
中
に
は
「
就
労
し
た
い
」
と
い

う
方
も
お
ら
れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

同
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
就
労
支
援
に
興
味
を
持

ち
、
大
学
の
先
生
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
「
就
労
支
援
を
軽
く
見
る

な
！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
笑
）。
し
か
し
翌
月
に
連
絡
が

あ
り
、「
ホ
ー
プ
大
和
」
を
紹
介
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
法
人
の
こ
と
は

以
前
か
ら
知
っ
て
お
り
、「
ぜ
ひ
行

か
せ
て
下
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

︱
法
人
立
ち
上
げ
は
順
調
で
し
た
か
？

吉
野
：
す
ご
く
大
変
で
し
た
。

そ
も
そ
も
会
費
や
人
数
を
集
め
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
企
業
仲

間
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ
た
法
人

で
す
。
そ
れ
が
突
然
、
福
祉
事
業

所
を
運
営
す
る
側
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
発
案
者
で
あ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

初
代
理
事
長
で
あ
る
武
藤
守
氏
に

は
「
障
害
者
が
も
っ
と
働
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
熱

い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
は
企
業
支
援
が
メ
イ
ン
の
法
人

で
す
。
運
営
責
任
が
か
か
っ
て
く

る
た
め
、
理
事
の
中
に
は
福
祉
事

業
所
の
開
設
に
疑
問
を
抱
く
声
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

︱
い
つ
頃
か
ら
軌
道
に
？

吉
野
：
３
年
く
ら
い
か
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
黒
字
に
転
換
す
る
ま

で
に
２
年
か
か
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
集
ま
っ
て
い
る
企
業
の
方
た
ち

は
「
人
を
愛
し
て
い
る
」
人
ば
か

り
。
障
害
の
あ
る
方
が
集
ま
って
き

て
、
職
員
が
懸
命
に
支
援
し
て
い

る
。
そ
の
様
子
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

︱
今
で
は
会
員
企
業
の
方
が
、
と
て

も
大
事
に
し
て
い
る
事
業
所
と
い
う

印
象
で
す
。

かながわ精神障害者
就労支援事業所の会

（略称：かながわ就労支援の会）での
職親活動の取り組み

特定非営利活動法人 かながわ精神障害者就労支援事業所の会 
事務局長

就労継続支援事業所 B 型 ホープ大和
サービス管理責任者・施設長 精神保健福祉士

吉野 敏博 さん

特定非営利活動法人
かながわ精神障害者就労支援事業所の会
就労継続支援事業所 B 型 ホープ大和
神奈川県大和市下草柳864-1  046-244-4511

　いまに残る地域の「職親」の取り組み、次に紹介するの　いまに残る地域の「職親」の取り組み、次に紹介するの
は神奈川県にある地域職親会である「かながわ精神障害者は神奈川県にある地域職親会である「かながわ精神障害者
就労支援事業所の会」（略称：かながわ就労支援の会）の就労支援事業所の会」（略称：かながわ就労支援の会）の
活動です。かつては全国にたくさんあった地域の職親会も、活動です。かつては全国にたくさんあった地域の職親会も、
社適事業の縮小とともに大半が解散もしくは活動停止とな社適事業の縮小とともに大半が解散もしくは活動停止とな
り、現在も活動を継続しているのは、おそらく2、3団体程り、現在も活動を継続しているのは、おそらく2、3団体程
度です。そうした中で「かながわ就労支援の会」は現在も度です。そうした中で「かながわ就労支援の会」は現在も
活発な活動を続けており、法人内に就労継続支援 B型事業活発な活動を続けており、法人内に就労継続支援 B型事業
所も開設していることも大きな特徴です。地域の企業団体所も開設していることも大きな特徴です。地域の企業団体
が就労支援施設を開設すること自体もレアケースだと思われが就労支援施設を開設すること自体もレアケースだと思われ
ますが、ここではB型事業所として利用者の特性に寄り添いますが、ここではB型事業所として利用者の特性に寄り添い
ながらも、企業団体の特性も生かした充実度の高い作業をながらも、企業団体の特性も生かした充実度の高い作業を
提供しており、就職希望者の就労送り出しもしっかりと行って提供しており、就職希望者の就労送り出しもしっかりと行って
います。います。

Par t2

その1
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吉
野
：
そ
う
で
す
ね
。
私
自
身
、

企
業
目
線
を
学
ぶ
こ
と
を
と
て
も

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
佐

藤
社
長
か
ら
は
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
遅
刻
は
も
って

の
ほ
か
。
営
業
ト
ー
ク
も
学
び
ま

し
た
。
佐
藤
社
長
が
企
業
を
訪
問

す
る
際
に
同
行
さ
せ
て
頂
き
、「
事

前
に
相
手
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
話
題
に
す
る
な
ど
し
て
は

ど
う
か
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
手
の
懐

に
入
る
た
め
の
話
術
や
、
対
外
的

な
場
で
の
振
る
舞
い
は
相
当
鍛
え

ら
れ
ま
し
た
。

職
員
に
も
利
用
者
に
も

企
業
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
う

︱
企
業
実
習
先
に
は
困
ら
な
い
の
で

は
？

吉
野
：
最
初
は
な
か
な
か
受
け
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

企
業
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
「
お
願

い
し
ま
す
」
と
頼
ん
で
い
る
だ
け
で

は
、
受
け
て
く
れ
な
い
の
は
当
然
で

す
。
会
員
企
業
だ
か
ら
当
然
受
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
で

お
願
い
す
る
の
は
失
礼
に
当
た
り

ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
こ
そ
の
企
業
実
習
。
ま
ず
は
企

業
の
話
を
聞
き
、
ど
う
い
う
事
情

が
あ
る
の
か
を
知
る
。
な
ぜ
会
員

に
な
っ
た
の
か
？
と
い
う
こ
と
ま
で

掘
り
下
げ
て
初
め
て
、
お
願
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

︱
そ
う
い
う
話
は
後
輩
の
職
員
さ
ん

に
も
伝
え
て
い
る
の
で
す
か
？

吉
野
：
も
ち
ろ
ん
で
す
。
職
員

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
に
も
伝
え

て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
含

め
、「
実
習
先
の
企
業
は
こ
う
い
う

会
社
で
、
社
長
さ
ん
は
こ
ん
な
方
で

す
」
と
、
気
を
付
け
る
点
な
ど
も

し
っ
か
り
伝
え
ま
す
。
や
は
り
せ
っ

か
く
開
拓
し
た
実
習
先
で
す
か
ら
、

一
人
を
受
け
入
れ
て
頂
く
だ
け
で

は
な
く
、
次
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

利
用
者
が
緊
張
し
な
が
ら
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
い

た
ら
、「
ち
ゃ
ん
と
職
員
か
ら
言
わ

れ
て
来
た
ん
だ
な
」
と
職
場
の
方

に
も
伝
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。
実

習
を
経
て
、
実
際
に
就
職
す
る
方

は
年
に
２
〜
３
名
お
ら
れ
ま
す
。

︱
就
職
を
希
望
す
る
方
が
、「
ホ
ー

プ
大
和
」
に
は
集
ま
っ
て
く
る
の
で

は
？

吉
野
：
た
し
か
に
、
作
業
中
に
寝

て
る
よ
う
な
利
用
者
は一人
も
い
ま

せ
ん
。
見
学
の
時
か
ら
雰
囲
気
を

見
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
は
入

所
し
て
来
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

途
中
参
加
や
途
中
で
抜
け
る
よ
う

な
方
も
い
ま
せ
ん
。
途
中
参
加
の

場
合
も
電
話
で
連
絡
す
る
こ
と
が

基
本
で
す
。
こ
う
し
て
就
労
に
送

り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
一
方

で
、
あ
く
ま
で
Ｂ
型
と
い
う
こ
と
に

も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、「
働
く
だ
け

で
は
な
い“
自
立
”を
応
援
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
利

用
者
の
中
に
は
「
工
賃
と
年
金
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
」
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
方
が
、
何
人
か
お

ら
れ
ま
す
。
Ｂ
型
は
65
歳
を
超
え

て
も
利
用
で
き
る
の
で
、「
70
才
ま

で
ホ
ー
プ
大
和
で
働
き
た
い
」
と
い

う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
福
祉
的
就

労
を
含
め
、
多
様
な
生
き
方
を
応

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
の一
角
を
借
り
上
げ

施
設
外
就
労
を
行
う

︱
企
業
が
運
営
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

は
？

吉
野
：
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま

し
た
が
、
経
営
的
な
視
点
が
学
べ

る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
事
業
計
画

や
予
算
に
つい
て
も
、
常
に
経
営
者

か
ら
シ
ビ
ア
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
来
年
度
こ
う

い
う
こ
と
を
や
り
た
い
の
で
、
そ
の

分
、
今
年
度
は
少
し
赤
字
が
出
ま

す
」
と
報
告
し
た
際
は
、「
会
社
だ
っ

た
ら
あ
り
得
な
い
。
ど
う
し
た
ら

黒
字
化
で
き
る
か
を
考
え
て
提
案

す
る
よ
う
に
」
と
注
意
を
受
け
ま

し
た
。

︱
光
文
書
院
流
通
セ
ン
タ
ー
（
株
）

の一角
を
借
り
、
施
設
外
就
労
を
行
っ

て
い
ま
す
。
か
な
り
珍
し
い
ケ
ー
ス

で
は
？

吉
野
：
こ
の
形
は
私
が
以
前
か
ら

や
り
た
か
っ
た
こ
と
の一つ
で
す
。
光

文
書
院
流
通
セ
ン
タ
ー
（
株
）
さ

ん
に
毎
年
足
繁
く
通
って
お
願
い
し

た
結
果
、
実
現
し
ま
し
た
。
熊
谷

さ
ん
が
間
に
入
って
後
押
し
を
し
て

下
さ
っ
た
お
陰
で
す
。
家
賃
を
払
っ

て
45
坪
の
場
所
を
借
り
、
会
社
と

同
じ
勤
務
時
間
で
小
学
校
の
教
材

プ
リ
ン
ト
を
帳
合
袋
詰
す
る
作
業

な
ど
を
請
け
負
って
い
ま
す
。
毎
日

７
〜
８
名
の
利
用
者
が
通
っ
て
い
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
Ｂ
型
で
す
の
で

週
１
日
だ
け
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

専
属
の
職
員
を
配
置
し
て
い
る
た

め
、
会
社
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
頂
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

︱
新
年
度
を
前
に
し
た
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
教
材
需
要
が
高
ま
る
繁
忙

期
で
す
ね
。

吉
野
：
納
期
が
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
必
ず
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
多
忙
な
雰
囲
気
に

飲
ま
れ
て
し
ま
う
方
も
い
る
の
で
、

ど
の
よ
う
に
ケ
ア
を
行
う
か
も
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
早
め
の
声

掛
け
や
、
現
場
職
員
に
よ
る
こ
ま

め
な
面
談
な
ど
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
大
変
な
時
期
を
乗
り
越
え
る

と
、
就
職
に
向
け
て
の
自
信
に
な

り
ま
す
。
実
際
に
先
日
、
他
の
企

業
か
ら
就
職
内
定
を
も
ら
っ
た
方

が
１
名
お
ら
れ
ま
す
。

︱
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

吉
野
：
「
か
な
が
わ
就
労
支
援
の

会
」
と
は
別
に
、「
ホ
ー
プ
大
和
」

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
個
人
と

し
て
は
、
大
和
市
の
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
の
専
門
部
会
の
部
会

長
を
長
年
務
め
て
い
ま
す
。
企
業

だ
け
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
地
域

に
も
し
っ
か
り
目
を
向
け
て
い
き
た

い
で
す
。

地域地域のの職親活動職親活動のの取り組み取り組み　　かながわ精神障害者就労支援事業所の会かながわ精神障害者就労支援事業所の会
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現
在
48
社
が
参
加

企
業
の
現
場
で

当
事
者
が
成
長

︱
お
二
人
は
「
か
な
が
わ
就
労
支
援

の
会
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

長
き
に
渡
り
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
は
会
社
の
ご
紹
介
と
、

会
に
参
加
し
た
経
緯
を
教
え
て
下
さ

い
。

佐
藤
：
私
共
の
会
社
は
'77
年
の
設

立
以
来
、
金
属
の
熱
処
理
加
工
を

専
門
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
先
代

の
武
藤
守
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
初
代

理
事
長
。
前
身
で
あ
る
「
神
奈
川

県
精
神
障
害
者
職
親
会
」
が
発
足

し
た
30
年
前
か
ら
障
害
者
雇
用
に

取
り
組
み
、「
か
な
が
わ
就
労
支

援
の
会
」
の
活
動
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
意
思

を
引
き
継
い
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
熊
谷
さ
ん
も
先
代
が
活
動

を
始
め
た
頃
か
ら
賛
同
し
、
長
年

に
渡
り
活
動
を
支
え
て
下
さ
って
い

ま
す
。

熊
谷
：
私
は
こ
の
10
月
に
70
才
で

退
職
し
た
の
で
す
が
、
光
文
書
院

流
通
セ
ン
タ
ー
（
株
）
に
て
、
長

き
に
渡
り
教
科
書
の
流
通
業
務
に

携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
も
う
20

年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
お
付

き
合
い
の
あ
っ
た
特
別
支
援
学
校
の

先
生
か
ら
「
教
材
を
セ
ッ
ト
す
る

仕
事
を
実
習
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し

た
。
と
て
も
熱
心
な
先
生
で
、
実

習
を
き
っ
か
け
に
特
別
支
援
学
校

の
発
表
会
な
ど
に
も
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が

発
端
と
な
っ
て
武
藤
さ
ん
と
も
知

り
合
い
、「
か
な
が
わ
就
労
支
援
の

会
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

︱
現
在
参
加
し
て
い
る
48
社
は
、
ど

の
よ
う
な
業
種
の
会
社
が
多
い
の
で

し
ょ
う
か
？

佐
藤
：
当
時
は
武
藤
が
中
心
と

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も
の
づ

く
り
の
会
社
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
は
食
品
関
係
や
病
院
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
若
い
社
長
さ

ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
発
足
当
時

は
会
員
企
業
で
あ
っ
て
も
、
障
害

者
雇
用
を
行
って
い
な
い
会
社
が
あ

り
ま
し
た
。

︱
ど
の
よ
う
に
雇
用
を
広
め
て
い
っ

た
の
で
す
か
？

佐
藤
：
弊
社
で
雇
用
し
た
精
神

障
害
の
方
が
真
面
目
で
休
ま
ず
、

黙
々
と
仕
事
を
行
う
。
仕
上
が
っ

た
商
品
の
検
品
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
不
具
合
を
し
っ
か
り
と
見
抜

き
、
炉
の
異
変
に
気
付
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
と

て
も
戦
力
に
な
る
の
で
、
見
学
に

来
ま
せ
ん
か
？
」
と
仲
間
の
会
社

　
　
　
　
特 

集2

（右から）
武藤工業株式会社 代表取締役

特定非営利活動法人 かながわ精神障害者就労支援事業所の会 副理事長

佐藤 卓弥 さん

元 光文書院流通センター株式会社 社長付 渉外・業務改善担当
（2019年10月末日で退任）

特定非営利活動法人 かながわ精神障害者就労支援事業所の会

熊谷 力治 さん

武藤工業株式会社
神奈川県大和市下草柳825-4  046-261-8057
https://www.mt-k.com/

光文書院流通センター株式会社
神奈川県座間市広野台2-10-8 プロロジスパーク座間２
046-298-6265

その2

かながわ精神障害者
就労支援事業所の会

（略称：かながわ就労支援の会）での
職親活動の取り組み

Par t2
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に
声
を
か
け
、
彼
ら
の
特
性
を
生

か
し
て
雇
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え

ま
し
た
。
弊
社
で
成
長
し
た
人
材

を
別
の
会
社
に
紹
介
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
会
社
で
活
躍
し
、

と
て
も
喜
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

︱
熊
谷
さ
ん
の
会
社
で
は
、
当
事
者

に
ど
の
よ
う
な
作
業
を
任
せ
て
お
ら

れ
ま
す
か
？

熊
谷
：
手
作
業
が
多
い
で
す
。

教
材
を
組
み
合
わ
せ
て
セ
ッ
ト
し

た
り
、
機
械
化
で
き
な
い
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
真
面
目
に

き
っ
ち
り
作
業
し
て
下
さ
る
の
で
、

障
害
特
性
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
施
設
外
就
労
と
し
て

「
ホ
ー
プ
大
和
」
の
事
業
所
内
で

も
10
名
が
作
業
を
担
当
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
社
内
で
も
3
名
の
障

害
者
が
契
約
社
員
と
し
て
10
年
以

上
働
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
短
時

間
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
で
は
フ
ル

タ
イ
ム
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
の一人
は
神
奈
川
県
が
実
施
す

る
障
害
者
職
業
委
託
訓
練
「
ト
ラ

イ
！
」
の
場
で
、
訓
練
生
向
け
に

体
験
談
な
ど
を
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

吉
野
：
「
ト
ラ
イ
！
」
は
実
際
の

現
場
に
出
て
企
業
の
方
か
ら
仕
事

を
学
び
ま
す
。
振
り
返
り
も
企
業

の
方
が
行
い
ま
す
。
支
援
者
か
ら

仕
事
を
教
え
て
も
ら
う
よ
り
も
、

当
事
者
の
意
欲
は
格
段
に
高
ま
り

ま
す
。
先
ほ
ど
佐
藤
さ
ん
が
「
成

長
し
た
人
材
を
別
の
会
社
に
紹
介

し
た
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
場
で
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
た
話
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

企
業
同
士
の
つ
な
が
り
と

Ｂ
型
事
業
所
の
存
在
が

強
み

︱
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
も
強
い
の

で
す
ね
。

佐
藤
：
会
員
以
外
の
企
業
に
も

「
こ
う
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、

見
学
に
来
て
、
会
員
に
な
って
下
さ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熊
谷
：
年
に
１
〜
２
回
、
企
業
座

談
会
も
行
って
い
ま
す
。

佐
藤
：
最
初
は
雇
用
率
達
成
の

た
め
に
興
味
を
持
ち
、
相
談
に
来

ら
れ
る
企
業
が
多
い
の
も
確
か
で

す
。

吉
野
：
そ
う
いっ
た
企
業
で
も
「
採

用
し
て
終
わ
り
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
も
企
業
同
士
が
集
ま

る
場
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
就
労
定

着
に
つい
て
相
談
で
き
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。そ
の
中
に「
ホ
ー
プ
大
和
」

と
い
う
支
援
機
関
も
あ
る
。
こ
の

辺
り
が
他
の
企
業
同
士
の
集
ま
り

と
は
カ
ラ
ー
が
違
う
の
か
な
？
と
思

い
ま
す
。

︱
「
か
な
が
わ
就
労
支
援
の
会
」
の

中
に
支
援
機
関
が
あ
る
意
義
は
大
き

い
で
す
ね
。

熊
谷
：
支
援
機
関
が
有
る
と
無
い

で
は
、
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。「
ト

ラ
イ
！
」
で
の
訓
練
期
間
を
終
え

て
就
職
し
た
当
事
者
た
ち
の
フ
ォ

ロ
ー
も
し
っ
か
り
行
っ
て
く
れ
る
た

め
、
と
て
も
心
強
い
。
調
子
を
崩

し
た
時
に
は
吉
野
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
藤
：
会
社
と
し
て
も
心
強
い

で
す
。
私
た
ち
は
障
害
の
専
門
家

で
は
な
い
の
で
、
吉
野
さ
ん
の
よ
う

に
専
門
知
識
を
持
っ
て
対
応
し
て

く
れ
る
方
が
い
る
意
義
は
大
き
い
。

支
援
機
関
が
な
け
れ
ば
、
行
き
詰

ま
って
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︱
今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

熊
谷
：
理
事
会
で
は
「
ど
う
し

た
ら
会
員
を
増
や
せ
る
か
」
と
い

う
こ
と
が
、
いつ
も
話
題
に
な
り
ま

す
。

佐
藤
：
熊
谷
さ
ん
を
前
に
し
て
言

う
の
は
憚
ら
れ
ま
す
が
（
笑
）、
会

員
の
若
返
り
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
熊
谷
さ
ん
も
若
い
方
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
話
し
て
下
さ

り
、
若
い
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
伝
統
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

熊
谷
：
私
は
こ
れ
か
ら
は
縁
の
下

で
支
え
て
い
く
存
在
で
あ
り
た
い
で

す
。

吉
野
：
会
員
に
な
っ
て
下
さ
る
企

業
は
、「
人
を
愛
し
て
い
る
」
会
社

が
多
い
で
す
。
障
害
者
を
含
め
て
、

社
員
全
員
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
熱
く
、
温
か
い
人

た
ち
が
多
い
。
そ
れ
が
「
か
な
が

わ
就
労
支
援
の
会
」
の
伝
統
に
な
っ

て
い
ま
す
。

熊
谷
：
二
ヶ
月
に
一
度
、
理
事
会

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
と
て
も

集
ま
り
が
良
い
で
す
。
そ
の
後
、

食
事
に
行
って
も
色
々
話
し
合
い
ま

す
。
こ
の
辺
も
「
か
な
が
わ
就
労

地域地域のの職親活動職親活動のの取り組み取り組み　　かながわ精神障害者就労支援事業所の会かながわ精神障害者就労支援事業所の会

神奈川県が神奈川労働局と「かながわ就労支援の神奈川県が神奈川労働局と「かながわ就労支援の
会」との共催で開催した「精神障がい者雇用支援セ会」との共催で開催した「精神障がい者雇用支援セ
ミナー」の模様（2019 年 11月 1日）。「かながわミナー」の模様（2019 年 11月 1日）。「かながわ
就労支援の会」からの就職者へのインタビュー動画就労支援の会」からの就職者へのインタビュー動画
も含む事例紹介を基にしたグループワークでは、こも含む事例紹介を基にしたグループワークでは、こ
れから精神障害者の雇用を検討する企業の担当者がれから精神障害者の雇用を検討する企業の担当者が
熱心な議論を交わしていました。熱心な議論を交わしていました。
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特 

集2
支
援
の
会
」
が
長
く
続
い
て
い
る
秘

訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
奈
川
県
と
の
連
携
で

さ
ら
に
活
動
の
幅
を

広
げ
た
い

︱
県
の
事
業
に
企
業
ベ
ー
ス
の
団
体

が
連
携
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

熊
谷
：
県
と
の
つ
な
が
り
は
強
い

で
す
。
応
援
し
て
頂
き
、
認
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま

す
。

吉
野
：
単
独
で
行
っ
て
い
た
企
業

向
け
研
修
会
も
、
県
か
ら
声
が
か

か
り
共
催
と
い
う
形
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
企
業
に
と
っ

て
は
、
支
援
者
か
ら
言
わ
れ
る
よ

り
も
障
害
者
雇
用
の
先
輩
企
業
か

ら
話
を
聴
く
方
が
、
納
得
感
が
あ

り
ま
す
。

佐
藤
：
よ
く
耳
に
す
る
の
は
「
障

害
者
雇
用
を
経
営
陣
が
理
解
し
て

く
れ
な
い
」
と
い
う
悩
み
。
経
営

陣
が
社
会
貢
献
の
意
識
を
持
た
な

い
と
、
単
に
雇
用
率
を
達
成
す
る

だ
け
の
取
り
組
み
で
終
わ
って
し
ま

い
ま
す
。
我
々
経
営
陣
が
背
中
を

見
せ
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
意
識

も
変
わ
り
ま
す
。

熊
谷
：
最
初
は
特
に
、
従
業
員

も
障
害
者
雇
用
を
歓
迎
し
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
経
営
陣
が

「
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
と
、
社

員
も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
も
っ
と
我
々
の
活
動
を

P
R
し
て
、
賛
同
し
て
下
さ
る
企

業
や
経
営
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い

で
す
。

︱
研
修
会
で
の
手
応
え
は
？

熊
谷
：
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
一つ
の
企
業
か
ら
３

〜
４
つ
の
課
題
が
挙
が
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
出
た
「
経
営
陣
の
理
解
が

薄
い
」
と
い
う
悩
み
を
は
じ
め
、「
こ

ん
な
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の

か
」
と
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤
：
企
業
同
士
の
情
報
交
換

の
場
は
非
常
に
大
切
で
す
。
ま
た
、

企
業
の
経
営
陣
が
理
解
し
て
く
れ

る
と
、
話
が
早
い
。

吉
野
：
現
場
で
障
害
者
雇
用
を

実
践
さ
れ
て
い
る
お
二
人
の
話
に

は
、
す
ご
く
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

話
を
聴
い
た
企
業
が
実
習
に
踏
み

込
む
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
か
な
り

早
い
で
す
。

︱
研
修
会
を
き
っ
か
け
に
、
か
な
が

わ
就
労
支
援
の
会
に
興
味
を
持
つ
企

業
も
多
い
の
で
は
？

吉
野
：
入
会
は
横
の
つ
な
が
り
が

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
会
員
数
は
今
は
多
い
方
で
す

が
、
世
代
交
代
を
機
に
退
会
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
会
員
に

な
っ
て
頂
く
メ
リ
ッ
ト
を
、
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
会

員
に
な
ら
な
く
て
も
研
修
会
に
は

ご
参
加
頂
け
ま
す
し
、
障
害
者
雇

用
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
す

か
ら
。

熊
谷
：
特
別
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
う

の
は
な
い
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、

こ
う
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
、一番
大

事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
の
活
動
を
知
って
頂
き
、
障
害

者
雇
用
を
支
援
し
、
協
力
し
て
い

こ
う
と
思
って
も
ら
う
こ
と
が
、「
か

な
が
わ
就
労
支
援
の
会
」
の
大
き

な
の
目
的
の一つ
で
す
。

日頃から当会の事業につきまして、ご支援とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。
この度、前理事長 増田和夫の退任に伴い理事長に就任いたしました。
当会は１９８８年に職親会として発足し、２００８年に NPO 法人の認
証許可を得て、「NPO 法人かながわ精神障害者就労支援事業所の
会」として活動を開始し、現在に至っております。
精神に障害を持った方の「働きたい」気持ちを実現させるため、就
労継続支援事業B型「ホープ大和」および神奈川県の受託事業の「障
害者就職促進委託訓練トライ！」を中心とした、障害者の方の就労
の支援を、そしてこれから障害者雇用を始める企業、雇用はしている
が悩みごとのある企業のためのセミナー、勉強会を開催しております。
この企業のネットワークをさらに広げ、一緒に学び、一緒に悩み、就
労支援そして雇用の定着に努めてまいりますので、今後の活動に、な
お一層のご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

蒲谷 幸利

就
任
挨
拶
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～ 精神・発達障害者の雇用・取り組み紹介 ～

　「しごとMentor」3 号の大きなテーマ
は地域の医療・福祉と障害者雇用の連携
です。障害者雇用の中でも特に精神・発
達障害の場合、安定就労のために医療が
果たす役割は非常に大きなものとなりま
す。そんな中、精神・神経疾患に関する
国の総本山である国立精神・神経医療研
究センター病院が、デイケアから直接の
就労支援を行っていること、さらにそこか
ら院内雇用に結びついているケースがあ
ることを知り、現地レポートを行うことに
いたしました。

Job S i te  Exp lorer
探訪！

医
療
機
関（
デ
イ
ケ
ア
）に
お
け
る

就
労
支
援
　
そ
の
成
果
と
課
題

　
国
立
研
究
開
発
法
人
　
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院

　民間企業における障害者の法定雇用率が 2.2%になって、はや2年半。来春には2.3％
への引き上げも予定されている。この間、中央省庁でのいわゆる「水増し問題」があり、
障害者の就労についてはよくも悪くも認知が高まってきたと感じられる。雇用率が上がれ
ば、当然、就労する人も増える訳で、いままで就労の機会が少なかった精神障害者にも、
門戸が開かれてきた。就労はするものの、定着が難しいと言われる精神障害者が、安定し
て働き続けるために必要なものは何か。当法人では職親と言われる企業経営者のネットワー
ク構築や SPIS 普及事業を展開してきた。加えて、昨今は就労者と企業の間に立つ『医療』
が必要であるとの認識が深まっている。精神障害者を医療機関から職場へ送り出す事例も
出てきた。医療機関とはどのような関係が築けるか。ここ数年、多くの就労者を輩出して
いる国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター病院を取材した。
（インタビュー：三鴨 岐子）

国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター病院
〒187- 8551  東京都小平市小川東町4 -1-1
Tel：042-341- 2711（代）　Fax：042-346-2079  Mail：daycare@ncnp.go.jp

ジョブサイトジョブサイト
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病
院
で
の
就
労
支
援

三
鴨
：
ま
ず
、
こ
こ
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
は

ど
の
よ
う
な
病
院
で
す
か
？

坂
田
：
精
神
疾
患
、
神
経
疾
患
、

筋
疾
患
及
び
知
的
障
害
そ
の
他

の
発
達
の
障
害
に
関
す
る
国
立
の

高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で

す
。
精
神
医
学
と
神
経
学
は
密
接

に
関
連
す
る
学
問
領
域
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
扱
う
臨
床

研
究
と
実
践
の
機
関
は
国
内
で
当

セ
ン
タ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
ま
さ
に
病
院
と
研
究
所
が

一
体
と
な
り
、
精
神
・
神
経
疾
患

等
の
克
服
を
目
指
し
た
研
究
開
発

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
先

駆
的
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
全
国
へ
の
普
及
を
は
か
る
こ

と
が
使
命
で
す
。

高
木
：
デ
イ
ケ
ア
で
は
集
団
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
自

分
自
身
で
心
身
の
健
康
を
保
つ
た

め
の
工
夫
や
、
活
動
と
休
息
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
り
方
、
上
手
に
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

た
め
の
技
術
、
集
団
の
中
で
の
協

調
や
自
己
主
張
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

自
分
ら
し
く
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
、
目
標
達
成
を
し
て
卒
業
し

て
い
く
通
過
型
の
デ
イ
ケ
ア
で
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
で
社
会

生
活
に
必
要
な
力
を
つ
け
、
自
信

を
回
復
し
、
就
労
な
ど
社
会
参

加
・
社
会
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

森
田
：
そ
の
よ
う
な
当
院
で
、

２
０
１
０
年
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

就
労
に
つ
い
て
、
様
々
な
試
み
を

し
て
き
ま
し
た
。
障
害
者
を
雇

用
し
て
い
こ
う
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
社
会
の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
就
労
つ

な
が
る
の
か
、
と
い
う
試
行
錯
誤

の
始
ま
り
で
し
た
。

三
鴨
：
国
内
で
最
高
の
医
療
が
受

け
ら
れ
る
場
所
で
、
就
労
移
行
が

始
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
具
体
的

な
変
遷
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ケ
ア
で
の

就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

坂
田　
従
来
デ
イ
ケ
ア
は
生
活
共

同
体
で
し
た
。
毎
日
同
じ
場
所
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
、
同
じ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
変
化
の
少
な

い
生
活
で
す
。
生
活
が
安
定
す
る

側
面
が
あ
る
一
方
で
、
長
い
ス
パ

ン
で
見
る
と
治
療
効
果
に
疑
問
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
（
Ｈ
22
）
年
に
地
域

精
神
科
モ
デ
ル
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
地
域
医
療
に
関
す
る
先
進
的

な
試
み
「
デ
イ
ケ
ア
に
お
け
る
就

労
支
援
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
は
、
重
症
の

方
の
地
域
生
活
を
ど
う
支
え
る
か

と
い
う
試
み
で
す
。

　
本
人
に
「
働
き
た
い
」
と
い
う

希
望
が
あ
れ
ば
一
般
の
職
に
就
け

る
、
と
い
う
強
い
信
念
に
基
づ
い

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
I
P
S

（
I
n
d
i
v
i
d
u
a
l 

P
l
a
c
e
m
e
n
t 

a
n
d 

S
u
p
p
o
r
t
・
個
別
就
労
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
就
労
支

援
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

I
P
S
モ
デ
ル
支
援
つ
き
雇
用
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
就
労
支
援
で
す
。

医
療
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
の
強
み

を
生
か
し
て
い
く
。
２
０
１
２
年

に
は
専
門
員
を
採
用
し
ま
し
た
。

三
鴨
：
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
デ
イ
ケ
ア
の
ス

タ
ッ
フ
は
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
ま
す
か
？

森
田
：
当
院
デ
イ
ケ
ア
の
特
徴

精神科医長・精神科リハビリテーション部 医長

坂田 増弘 先生

精神科リハビリテーション部 作業療法士長

森田 三佳子 さん

デイケア 看護師・就労支援士

高木 幸子 さん
高木さん

Interview:

写真左から：森田さん、坂田先生、高木さん
（取材：2019年8月）
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は
、
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t 

S
p
e
c
i
a
l
i
s
t
（

以

下
「
E
S
」
と
い
う
。）
と
呼
ば

れ
る
就
労
支
援
の
担
当
ス
タ
ッ
フ

と
C
a
s
e 
M
a
n
e
g
e
r

（
以
下
「
C
M
」
と
い
う
。）
と

呼
ば
れ
る
生
活
支
援
担
当
者
が

チ
ー
ム
を
組
み
精
神
科
医
師
・
看

護
師
・
心
理
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
の
5

職
種
か
ら
構
成
さ
れ
る
専
門
的

多
職
種
チ
ー
ム
（
M
u
l
t
i 

D
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y 

T
e
a
m 

: 

以
下
「
M
D
T
」

と
い
う
）
に
て
、
職
場
開
拓
や
職

場
定
着
支
援
、
企
業
と
の
調
整
、

就
労
後
の
生
活
支
援
等
と
い
っ
た

就
労
前
か
ら
就
労
後
ま
で
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
で
す
。
就
労
支
援

に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
就

労
後
に
必
要
と
さ
れ
る
セ
ル
フ
ケ

ア
や
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
働
く

こ
と
の
意
味
な
ど
、
就
労
す
る
た

め
で
は
な
く
就
労
し
て
か
ら
必
要

に
な
っ
て
く
る
事
柄
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
働
き
続
け
な
が
ら
、
自

分
自
身
が
望
む
の
人
生
を
歩
め
る

環
境
を
作
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

三
鴨
：
デ
イ
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
就
労
に
特
化
し
た
学
び
が
で

き
た
の
は
画
期
的
で
す
ね
。
成
果

は
い
か
が
で
し
た
か
？

森
田
：
初
年
度
は
１
年
で
3
0

名
が
就
職
で
き
ま
し
た
。
デ
イ
ケ

ア
の
中
に
は
、
潜
在
的
に
就
労
で

き
る
人
が
沢
山
い
た
、
と
い
う
印

象
で
す
。
基
本
的
に
デ
イ
ケ
ア
は

「
安
定
し
な
い
人
」
が
く
る
場
所

で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
的
確
な
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
就
労
で
き
る

方
も
多
く
い
る
の
で
す
ね
。

就
労
者
が
増
え
て
、

初
め
て
見
え
て
き
た
こ
と

三
鴨
：
就
労
先
は
就
労
継
続
支
援

A
型
や
B
型
、
ま
た
は
特
例
子

会
社
で
す
か
？

高
木：　
い
い
え
、一
般
企
業
で
す
。

仕
事
内
容
は
、
事
務
で
は
な
く
立

ち
仕
事
が
向
い
て
い
る
人
が
多
い

で
す
よ
。
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
方

が
就
労
継
続
で
き
て
い
ま
す
。
背

景
に
あ
る
の
は
、
就
労
し
た
方

を
病
院
が
直
接
支
援
し
て
い
る
た

め
、
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
く
、

事
態
が
こ
じ
れ
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
こ
と
。
医
療
機
関
が
雇
用
側

の
事
情
を
直
接
き
け
る
の
も
、
よ

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
鴨
：
一
般
企
業
な
の
は
す
ご
い

で
す
ね
。
デ
イ
ケ
ア
と
企
業
が
直

接
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
他
に
何
か
あ
り
ま
す
か
？

森
田
：
私
た
ち
の
よ
う
な
デ
イ
ケ

ア
の
担
当
者
が
い
つ
も
相
談
に
乗

れ
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
一

方
で
、「
普
通
」
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
い
い
の
に
、
就
労
者
が
配
慮

を
求
め
す
ぎ
た
り
、
甘
え
が
出
た

り
、「
患
者
の
顔
」
と
「
労
働
者

の
顔
」
の
二
つ
を
持
ち
す
ぎ
て
し

ま
う
、
と
感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。

三
鴨
：
実
践
し
て
い
く
中
で
見
え

て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。

高
木
：
就
職
先
を
探
す
こ
と
と

生
活
支
援
は
、
別
々
の
ス
タ
ッ
フ

が
担
当
し
て
い
ま
す
。
就
労
し
た

あ
と
、
そ
の
生
活
の
支
援
に
、
想

像
以
上
に
人
手
が
か
か
り
ま
す
。

I
P
S
は
継
続
し
た
支
援
が
前

提
な
の
で
、
就
労
す
る
人
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
と
、
そ
れ
を
支
え
る

ス
タ
ッ
フ
も
増
員
し
て
い
か
な
け

れ
ば
間
に
あ
い
ま
せ
ん
が
、
現
実

的
に
は
無
理
で
す
。
こ
れ
は
大
き

な
課
題
で
す
。
こ
れ
は
実
際
に
就

労
者
を
送
り
出
し
て
、
実
感
と
し

て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

三
鴨
：
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
支
援
が
必

要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

森
田
：
雇
う
側
の
、
知
識
・
経
験

不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昔
に
比

べ
れ
ば
増
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
と
一

緒
に
働
い
た
経
験
の
あ
る
方
は
少

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
問

題
に
直
面
す
る
企
業
へ
の
支
援
が

必
要
で
す
。就
労
し
た
方
と
企
業
、

双
方
か
ら
話
を
聞
き
、
調
整
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。

三
鴨
：
受
入
れ
側
の
問
題
も
大
い

に
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

定
着
に
は
何
が
必
要
か

高
木
：
企
業
は
医
療
機
関
に
対
し

て
、
聞
き
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

よ
う
で
す
。
就
労
定
着
の
た
め
に

は
、
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要

不
可
欠
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療

機
関
で
あ
る
私
た
ち
病
院
が
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
べ
き
人
達
は
誰
な
の

か
、
一
度
整
理
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
考

え
つ
つ
、
現
在
は
す
で
に
就
労
し

て
い
る
方
の
定
着
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

森
田
：
就
労
者
は
、
仕
事
を
し
な

が
ら
の
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
課

題
で
す
。
医
療
的
知
識
と
、
生
活

の
工
夫
の
双
方
が
必
要
、
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

三
鴨
：
企
業
側
に
は
病
気
の
知
識

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
雇
っ
た
方
の
医

療
情
報
は
ど
の
よ
う
に
共
有
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

森
田
：
企
業
に
対
し
て
私
た
ち
の

よ
う
な
支
援
者
が
説
明
す
る
の
で

は
な
く
、
ご
本
人
が
自
分
の
状
態

を
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
医
師
に
対
し
て

も
、
困
り
ご
と
を
き
ち
ん
と
相
談

で
き
る
よ
う
、
ご
本
人
が
「
成
長

す
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

三
鴨
：
就
労
定
着
に
つ
い
て
、
他

に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

高
木
：
定
着
し
て
も
ら
う
活
動
を

し
な
が
ら
言
う
の
も
変
で
す
が
、

就
労
継
続
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
離
職
＝
失
敗
と
さ

れ
る
傾
向
で
す
。
ま
た
、
法
定
雇

用
率
カ
ウ
ン
ト
の
関
係
か
ら
、
１

週
間
の
勤
務
時
間
が
20
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

I
P
S
は
働
き
た
い
人
の
希
望

に
添
う
の
で
、
短
時
間
で
も
、
週
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に
数
日
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
の
ギ
ャッ
プ
は
感

じ
ま
す
。

三
鴨
：
特
に
精
神
障
害
の
方
は
、

長
時
間
の
勤
務
が
難
し
い
方
も
い

ま
す
ね
。

卒
業
で
き
る
デ
イ
ケ
ア
を

目
指
し
て

高
木
：
さ
き
ほ
ど
、
就
労
者
が
増

え
る
と
、
定
着
支
援
の
人
員
も
必

要
に
な
る
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の

支
援
の
中
に
は
、
純
粋
な
就
労
支

援
で
は
な
く
、
居
場
所
と
し
て
デ

イ
ケ
ア
を
手
放
し
た
く
な
い
人
も

い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
お
き
た

と
き
の
「
保
険
」
と
し
て
残
し
て

お
き
た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

職
場
や
社
会
の
中
で
困
っ
た
時
に
、

相
談
で
き
る
先
が
デ
イ
ケ
ア
だ
け

で
は
な
く
、
も
っ
と
多
く
あ
れ
ば

い
い
と
感
じ
ま
す
。

森
田
：
デ
イ
ケ
ア
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
は
、
当
事
者
同
士
が
支

え
合
う
「
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
」
の
活

動
で
す
。
ぴ
あ
の
力
が
必
要
で
な

い
人
は
、
集
団
活
動
で
あ
る
デ
イ

ケ
ア
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
な
社
会
参
加
が
よ
い
の
か
を

考
え
な
が
ら
、
医
療
の
場
か
ら
一

般
就
労
な
ど
へ
移
っ
て
い
く
。
情

報
開
示
を
し
た
上
で
、
関
係
者
が

話
し
合
っ
て
リ
ス
ク
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
つ
つ
、
自
分
で
選
ん
だ
行

き
た
い
所
へ
行
け
る
保
障
が
大
切

で
す
。
そ
こ
に
は
失
敗
す
る
権
利

も
存
在
し
ま
す
。
卒
業
で
き
る
デ

イ
ケ
ア
が
望
ま
れ
ま
す
。

坂
田
：
働
く
こ
と
に
は
、
様
々
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。
人
と
し
て
の

生
存
権
、
ま
た
義
務
の
面
も
あ
り

ま
す
。
金
銭
を
得
ら
れ
る
と
と
も

に
、職
場
は
自
分
が
属
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
も
な
り
ま
す
。
働
く

こ
と
が
自
己
の
価
値
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
人
間

関
係
の
構
築
が
必
須
な
の
で
、
悩

む
こ
と
も
あ
る
と
同
時
に
素
晴
ら

し
い
出
会
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
意
思
決

定
の
前
に
、
働
く
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
、
働
か
な
い
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
し
た
上
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
る
道
が
保
障
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　全国の就労移行支援事業所は、約3500カ所。近年はＡ型やＢ型から一般企業へ移行していくことも望
まれている。多くの障害者が労働市場へ向かう状況の中、就労支援には実に様々な機関が関わっている。
その上でさらに医療機関が就労支援に取り組むという画期的なお話だった。医療機関が企業と関わること
が、大きな成果を生むことは明らかになったが、継続していくことの課題も見えてきた。やはり、いつま
でも医療機関に間に立ってもらうのではなく、就労者と雇用側の直接の意思疎通が不可欠なのである。
　どの現場も人手不足であり、長期的な手厚い支援は期待できない。スタート時は医療機関ならではの
的確なアドバイスを受け、徐々に就労者・企業それぞれが自立の方向へ向かうことが望ましいと感じた。

編集注：本記事の内容は取材時（2019年8月）のもので、現在は運営体制の一部に変更があるとのことです。

　国立精神・神経医療研究センター病院では、デイケアから一気に一般就労するのではなく、もう少し
緩やかに働き始めたい人のために、デイケアを利用する患者がそのまま病院内で就労する取組みも始め
た。2016年10月に、４名からスタートした。仕事は比較的簡単であることと、短時間でも可能なことから、
病院内に書類を配るメッセンジャー業務からスタートした。病院内を回ることで、職員の間に「病を持ち
つつも働く姿」を見せ、理解を深めていくことにつながった。
　最初は、メッセンジャーだけだったが、院内で顔見知りになっていくうちに、各部署から「手伝っても
らえないか」と声がかかりはじめ、看護師助手の補助として看護部や病棟に配属されるようになり、いま
では毎年、３名ほどが院内雇用に進んでいる。
　デイケアのすぐ隣で働くようなものなので、困った時はすぐに助けを求められることは利点だが、本来
上司に相談することもデイケアに聞きにきてしまう、といった「近すぎるデメリット」もあるという。いずれ
にしても働くのルールを明確にし、適切な配慮を受けながら院内で働き、体力と経験と自信をつけられる
ことは、「卒業できるデイケア」への一歩になることは間違いないだろう。

取
材
を
終
え
て

デイケアからの院内雇用
Topics
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2020年度

「好事例から学ぶ「好事例から学ぶ
  ワークショ  ワークショッップ」プ」

日本財団助成による障害者雇用

事
業
の
紹
介

全
国
精
神
保
健
職
親
会
は
、
各

地
の
「
職
親
」
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
結
成
し
た
職
親
会
の
全

国
連
絡
会
に
相
当
し
ま
す
。
当
の

地
域
職
親
会
は
社
適
事
業
の
縮
小

と
と
も
に
殆
ど
が
解
散
か
活
動
停

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
障
害
者
雇

用
の
推
進
に
は
や
は
り
地
域
で
の

連
携
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の

活
動
は
企
業
、
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
社

適
事
業
が
保
健
所
を
窓
口
と
し
て

推
進
さ
れ
て
い
た
経
緯
か
ら
、
職

親
会
は
企
業
同
士
の
集
ま
り
と
し

て
発
生
し
な
が
ら
も
地
域
精
神

保
健
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
こ

の
流
れ
を
汲
ん
で
、
地
域
の
企
業

と
支
援
機
関
の
連
携
を
図
り
、
両

者
を
結
ぶ
役
割
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
の
制
度
の
枠
組
み
だ
と
自

立
支
援
協
議
会
の
就
労
支
援
部
会

が
そ
の
役
割
に
該
当
す
る
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
に
精
神

障
害
を
始
め
と
す
る
メ
ン
タ
ル
課

題
に
特
化
し
た
全
国
団
体
と
い
う

特
性
を
盛
り
込
ん
で
、
雇
用
場
面

で
の
メ
ン
タ
ル
課
題
に
関
し
て
、

地
域
の
雇
用
と
支
援
の
活
動
を
連

携
さ
せ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
全
国

視
点
で
結
び
つ
け
る
ハ
ブ
機
能
を

担
う
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
拡
大
は
一
朝
一
夕

で
は
進
み
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
積

極
的
な
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
る
企
業
は
沢
山
あ
り
、
そ

う
し
た
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

と
て
も
大
切
で
す
が
、
未
雇
用
企

業
の
多
く
は
障
害
者
雇
用
に
対
す

る
疑
問
や
不
安
が
大
き
く
、
そ
れ

が
は
じ
め
の一歩
を
踏
み
出
せ
な
い

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
未
雇
用
企
業
の
疑
問
を
解
決

し
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
は
、
障

害
者
雇
用
の
推
進
に
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。
特
に
雇
用
主
と
し

て
同
じ
目
線
に
立
っ
た
経
験
企
業

か
ら
の
情
報
は
、
こ
れ
か
ら
障
害

者
雇
用
を
始
め
よ
う
と
す
る
事
業

者
に
と
っ
て
、
大
き
な
安
心
感
に

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
思
い

︱
現
代
版
「
地
域
職
親
会
」の
再
興
を
め
ざ
し
て
︱

　今号の本誌特集では、当会の活動の原点である「職親」活動の源流を遡り、今日の障害者雇用や就労支援が抱える
課題を踏まえて、その意義を振り返りました。私たちは、精神・発達障害者をもとより、何らかのメンタル課題を抱えて
いることが多いと言われるニートや引きこもりなど、従来の雇用慣行の中で働きづらさを抱える人たちも、地域で生活を
営んでいくために就労の場で活躍して欲しいと考えています。今後、中小企業における精神障害者の雇用への取り組み
が注目されてくるであろうことは巻頭特集で触れた通りですが、私たちがこの流れの中で取り組めることは何なのか。こ
れから始める私たちの取り組みを紹介します。

過去に開催したvfoster主催セミナー・講座の様子
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残
念
な
が
ら
「
職
親
」
活
動
は

社
適
事
業
の
全
国
的
な
縮
小
と
と

も
に
下
火
と
な
り
、
言
葉
自
体
も

あ
ま
り
知
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
「
職
親
」
や
社
適

事
業
の
言
葉
は
知
ら
ず
と
も
、
同

じ
よ
う
な
「
職
親
」
マ
イ
ン
ド
を

持
つ
地
域
の
企
業
は
ま
だ
沢
山
あ

る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
が
考
え
た

の
は
、
そ
の
よ
う
な
企
業
の
好
事

例
を
地
域
で
共
有
で
き
な
い
か
、

か
つ
て
地
域
の
職
親
会
が
担
っ
て

い
た
機
能
を
再
現
す
る
よ
う
な

場
を
設
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
し
て
企
画
し
た
の

が
「
好
事
例
か
ら
学
ぶ
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
参
加
者
同

士
の
交
流
が
行
い
や
す
い
規
模
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

「
職
親
」
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
精

神
障
害
者
や
メ
ン
タ
ル
課
題
を
抱

え
る
従
業
員
の
雇
用
に
取
り
組
む

企
業
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
誰
も

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
の

醸
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
従

業
員
全
体
の
職
場
満
足
度
も
高
い

こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な

地
域
の
先
輩
企
業
の
実
践
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
障
害
者

雇
用
を
行
う
企
業
の
学
び
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
福

祉
や
医
療
な
ど
の
支
援
機
関
に
も

参
加
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
企
業
は
支
援
の
専
門
的
な
観
点

か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
も
学
べ
ま
す
し
、

逆
に
支
援
機
関
も
好
事
例
企
業

が
実
践
す
る
雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
能
力
開
発
の
視
点
を
持
ち
帰
っ

「
好
事
例
か
ら
学
ぶ
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
展
開

て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
支
援
機
関
の
中
に
は
企
業
経

営
へ
の
理
解
や
企
業
と
の
接
点
が

薄
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
う
し
た
企
業
と
支
援
機
関
の
交

流
は
、
当
事
者
を
就
労
に
送
り
出

す
支
援
力
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
を

生
む
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
企

業
と
の
連
携
に
よ
る
工
賃
向
上
に

も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
来
こ
う
し
た
活
動
は
継
続

さ
せ
て
地
域
に
根
付
か
せ
な
け
れ

ば
、
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
事
業
は
そ
れ
単
体

で
は
小
さ
な
取
り
組
み
に
過
ぎ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
1
つ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

青森県精神保健職親会
宮城県精神保健職親会
山形県精神保健職親会連合会
茨城県心を支える職親の会
千葉県精神障害者職親の会
東京都障がい者就業支援事業所の会
神奈川県精神障害者就労支援事業所の会
福井県精神障害者職親会
山梨県精神保健福祉協力事業所の会
静岡県精神保健職親会
愛知県精神保健職親会
NPO法人 京都府精神保健職親会
兵庫県精神保健職親会
和歌山県精神障害者就労支援職親会
岡山職親会
沖縄県精神保健職親会
道南地域精神保健職親会
秋田市職親会
河北町精神保健所職親会
宇和島市職親会
北九州地域職親会

・�就労支援や医療機関の視野が個別の支
援にとどまってしまい、雇用側への支援
が不十分。

・�企業経営に対する理解が乏しく、企業
との連携が適切に図れておらず、就労
への送り出しが不十分。

・�雇用企業の風土全体の改善に踏み込め
ていないケースが殆ど。

・�経営層や人事・労務担当者に精神障害
などのメンタル課題やそれに対応する
雇用マネジメントへの理解が乏しい。

・�上記について企業が相互に学び合う場
が乏しい。

平成１９年当時の地域職親組織（当法人資料抜粋）

障害者雇用が進まない要因

企業側の課題

支援側の課題
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こ
う
し
て
企
画
さ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
す
が
、
具
体
的
な

展
開
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
通
り
で
す
。

即
ち
こ
の
事
業
は
、 

①
精
神
・
発
達
障
害
者
や
ニ
ー
ト

や
引
き
こ
も
り
な
ど
、
従
来
の
雇

用
慣
行
の
中
で
働
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
人
た
ち
を
雇
用
す
る
企
業
の

好
事
例
を
地
域
で
共
有
し
、

②
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
を
行
う

企
業
や
支
援
関
係
者
（
就
労
支
援

機
関
、
医
療
機
関
、
行
政
団
体
）

の
学
び
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
先
に
は
、

③
就
労
困
難
者
の
雇
用
問
題
に
つ

い
て
の
地
域
の
相
談
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
ス
キ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
活
性
化
さ
れ
る
、
と
い

う
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
単
体
で

こ
の
大
目
標
が
達
成
さ
れ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
１
つ

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
参
加
者

に
「
こ
の
枠
組
み
な
ら
継
続
で
き

る
」
と
い
う
実
感
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
グ
ル
ー
プ
討
議
で
す
。
こ

れ
か
ら
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む

参
加
企
業
は
、
行
政
か
ら
の
施
策

や
制
度
の
解
説
、
先
輩
企
業
に
よ

る
好
事
例
の
紹
介
を
踏
ま
え
て
、

自
分
た
ち
の
疑
問
や
不
安
、
あ

る
い
は
将
来
の
希
望
や
目
標
な
ど

を
自
由
に
発
言
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
先
輩
企
業
や
支
援
機
関
、
行

政
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
提
示

い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
経
験

者
が
未
経
験
者
に
一
方
向
に
伝
え

る
も
の
で
は
な
く
、
伝
え
る
側
に

も
何
ら
か
の
気
づ
き
が
必
ず
あ
る

は
ず
で
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
相
互
の
学
び
合
い
と
し
て

「
気
づ
き
」
を
宿
題
と
し
て
持
ち

帰
る
場
で
す
。

そ
し
て
、
次
回
の
場
で
ま
た
お

互
い
に
学
び
合
う
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
継
続
で
き
れ
ば
、
と
て
も
良

い
取
り
組
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

参
加
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
立

ち
代
わ
り
し
な
が
ら
も
、
こ
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
各

地
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
れ
ば
、

現
代
版
・
地
域
職
親
会
と
言
え
る

取
り
組
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
1
つ
の
媒
体
で
あ
り
、
場

の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
役
と
し
て
地
域

の
皆
様
の
活
動
に
寄
り
添
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
も
不
透
明
な
情
勢
に
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
が
新
た
に
始
め

る
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
し

た
。

精神・発達障害者やニートや引きこもりなど、従
来の雇用慣行の中で働きづらさを抱える人たちに
対応する、就労支援／雇用マネジメントのノウハ
ウを共有する地域ネットワークづくりのモデル化を
行う。

この目的に対応する就労支援／雇用マネジメント
をテーマとするワークショップを全国で開催し、そ
の開催記録を全国発信する。

当会理事の在住地域や関係団体の地盤地域から
モデル地域を設定して展開する。

2020 年中から2021 年 3 月を想定しているが、
新型コロナウィルス感染症の拡大状況により柔軟
に対応する。

事業目的

実施内容

実施地域

実施期間

プログラム プログラム詳細

1. 行政報告（20分）
　 施策・制度の紹介

報告例①　差別禁止法・合理的配慮とは
報告例②　用意されている各種助成制度　　　
　　　　　概要補助の内容
報告例③　優良中小企業認定制度とは    など

2. 事例報告（20分）
　 企業の好事例発表

テーマの例
①精神・発達障害者の雇用
②職場働き方改革

休憩（２０分）　名刺交換含む

3. グループ討議（90分）
　 ５人×６グループ

テーマ例：雇用促進のためのなんでも相談
　　　　  （経験者に聞く）
グループ構成：経験済企業者、未経験企業者、就
労支援員、医療機関ケースワーカー、保健師など
グループファシリテーター：当会および関係団体

4. グループ発表（60分）
　 成果物の展開

各グループ１０分討議結果の発表
グループ討議内容・各人の「気づきシート」を発表

プログラム例

【想定参加者】企業、就労支援機関、医療機関、行政、
ピアスタッフなどから、各回 15-20 名（最大でも 30 名程度）。

【プログラム構成】行政報告、好取り組み企業からの事例報告、
グループ討議、グループ発表

ワークショップ概要
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が目指したいこと

企業
支援機関

医療機関

1. 当事者の就労を支える 企業－福祉－医療 の 地域連携ネットワーク の構築

2. この 地域連携ネットワーク の 全国連携 の実現

「好事例からの学び」ワークショップ事業

雇用よりも
納付金が楽？

関心があっても
相談先が分からない

合理的配慮が
経営の負担？

障害特性が分から
ないから不安

トラブルの対処法
が分からない

障害者雇用の進まない理由（企業者の疑問）
行政の立場

（自治体・HW）

法令順守
•法定雇用制度
•障害者差別禁止法

・・・

優良企業
認定制度の活性化
（認定数拡大）

支援との橋渡し
•医療機関
•就労支援機関

支援機関の立場
（医療・福祉）

障害特性・配慮
事項の情報提供

就職希望者の
情報提供

就労定着のための
福祉サービスの提供

職業リハビリテーション
機能の充実

職場改革の効果
ダイバーシティの共有化

障害者と向き合う意義
の語らいの場

（人としての徳）

地域企業間の
自律的協議会拡大

企業者の立場
（好事例）

企業者の疑問

支援施策
•優先発注制度
•優良企業認定制度

・・・

ＷＳにおける各参加者の
アウトプット（役割）

「好事例からの学び」ワークショップ事業

九州北部地区
ブロック：福岡県など
中核：一般社団法人 ワークネット北九州

（当法人 理事）

関東地区
ブロック：東京都多摩地区・神奈川
中核：（有)まるみ （当法人理事）

かながわ精神障害者就労支援事業所の会
（当法人理事、地域職親会）

東北地区
ブロック：宮城県など
中核：株式会社 大場製作所
NPO 栗原市障害者就労支援センター

（いずれも 当法人理事）

まずは本年度４地区にて「好事例から学ぶ」ワークショップのモデル事業を展開し、
そのノウハウをもって、各地域で展開の足場を構築する

近畿地区
ブロック：大阪府・京都府・兵庫県
中核：㈱アクテック、㈱新・栄

兵庫県精神障害者就労支援事業所連合会
京都障害者雇用企業サポートセンター

（当法人の理事・監事）

全国 ４モデル地区 の 展開イメージ

「職親」マインドの再発掘を目指して
改めて「職親」活動の意義を振り返る：
• 乏しい福祉制度 の中、企業が 自主的に当事者を受け入れていた
• 当事者にとって、企業は 社会訓練の場であり、就労への入り口 であった

• （換言すると）企業は 精神保健にかかる地域資源の一つ でもあった

企業が精神障害者を受け入れる意義

空洞化した「職親」活動の
今日的な復興

企業自身にとって
• 労働力の確保
• マネジメントスキルの向上

当事者に対して
• 社会参加、自己実現
• 治療的効果

地域に対して
• 雇用の場を提供
• 企業市民としての役割

「好事例からの学び」ワークショップ事業
「好事例からの学び」ワークショップの展開
好事例企業の取り組みを共有する地域ネットワークの自律的協議会の拡大

雇用に関する
好事例の共有

ワークショップ
（学びの場）

地域の企業
雇用に当たっての

悩み相談

医療機関
診療情報の提供
医学情報の提供

就労支援機関
送り出し先のニーズや
環境の情報を取得

行政

障害者雇用にかかる
支援メニューの提案

当法人関連団体が
ファシリテーター役

地域の職親企業の育成
社会適応訓練事業の
活性化モデルの創出

優良中小企業主
認定制度の活性化

中小企業雇用率
の改善

将来像

「好事例からの学び」「好事例からの学び」ワークショワークショッップ事業の概要プ事業の概要
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編集後記
■取材開始からの制作途上に他業務
が割り込み発刊が遅れる間のコロナ禍
で、ますますの制作遅延となった「し
ごとMentor」3 号も、ようやく発行に
こぎつけることができました。創刊号と
２号の制作を経て改めて取り上げたく
なったのは、当会の原点である「職親」
の活動でした。地域で暮らす精神障
害を持つ当事者に就労という社会参加
の入り口を提供してきた「職親」の取
り組みには、地域の精神科医療機関
との連携も大いにあったと聞きます。そ
んな折、国立精神・神経医療研究セ
ンター病院が医療機関発の就労支援
に取り組まれていることを知り、今号の
企画が固まりました。今なお往時の「職
親」そのままの活動を続ける２つの地
域と、医療機関としての就労支援への
取り組みが紹介された今号は、新たに
始める「ワークショップ事業」のキック
オフに相応しい内容になったと考えてい
ます。改めて障害者の就労支援のあ
り方が問われる今日、本誌が１つのヒン
トを提供できれば幸いです。
（三原 卓司）

■ 国 立 精 神 神 経センター病 院 へ
取 材 に 行 った の は、BEFORE　
CORONA で、遠い昔のようです。コ
ロナの影響は、生活の隅 ま々でに及ん
でいて、障害者雇用という世間的には
とってもマイナーな分野も、もれなくその
荒波に翻弄されています。「不要不急」
という言葉が日常生活のど真ん中にあ
り、私たちの生活の何が大切で、何
が不要なのか、毎日考えなくてはなら
なくなりました。感染防止が優先され、
STAY　HOME が新しい生活様式の
ようですが、一方で人との関りが減っ
たことによる、心身の不調も散見されま
す。人と会って話さないと、声が出なく
なります。心も動かなくなります。やっぱ
り使わないものは錆びついてしまうので
すよね。いま、「不要不急」でやめて
いること、先送りしていることで、実は
本当は大切なことがあるのではないか。
そんなことを考えつつ、深まる秋です。
どうか皆さまお元気でお過ごしください。
（三鴨 岐子）

■神奈川と宮城、二つの地域におけ
る職親の取り組みを取材しました。50
社近い企業が集まる「かながわ就労
支援の会」は、独自で B 型作業所を
設立されており、企業同士のネットワー
クに加え、県ともうまく連携されている
様子が印象的でした。一方で、宮城
県栗原市では（株）大場製作所の大
場社長が中心となり、まずは自社で職
親をスタート。そこから地域に取り組み
の輪を広げ、ネットワークを広げ、行政
を巻き込みながら社会資源を増やして
いった。それぞれに形は異なれど共通
しているのは、「形の上だけ企業で働
くのではなく、特性を生かして企業の
戦力になる」ことを目指しておられる点
でした。表面的に雇用率を追い駆け
ただけの障害者雇用では、行き詰まっ
てしまうことは目に見えています。「経
営陣が社会貢献の意識を持ち、背中
を見せることで従業員の意識も変わる」
という、武藤工業 ( 株 ) の佐藤社長の
言葉が印象的でした。「現場で育てた
る！」という経営者の心意気を感じるか
らこそ、当事者もそれに応えようと成長
していくのだと感じました。
（太田 裕子）

■本誌の制作について
本誌は 2020 年度日本財団助成金による「精神障害等を対象とした中小企業における雇用に向けた地域ネットワー
クの構築」事業の一環で制作しております。本事業の詳細は 24 ページからの 「障害者雇用『好事例から学ぶワーク
ショップ』事業の紹介」記事をご覧ください。

■日本財団 就労支援フォーラム NIPPON 　 フクオカ への共同企画参加
2020 年 11 月 18 日に 日本財団主催により開催される 「就労支援フォーラム NIPPON フクオカ」に当会も共同企画
団体として参加します。当会の担当は分科会③は「精神科病院・診療所から企業へのルートを拡げよう !」のテー
マを設定しました。まさしく本誌の内容とも共通するテーマのご発表を各登壇者からいただくこととなります。

■ vfoster サロン
当会では「vfoster サロン」と称する少人数の座談会を定期的に開催し、就労をテーマとした精神保健分野の話題
について自由闊達に語り合う場を設けております。会員同士の親睦や情報交換、新規会員様に取ってのオリエンテー
ションとなる場として毎回好評を博しております。ご興味のある方は事務局までお問い合わせ下さい。
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